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研究の概要及び索引語

特別支援教育では，ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症等も含めて，障害のある子ども

の自立や社会参加に向けて，一人一人の教育的ニーズを把握し，必要な支援を行って

いくことが強く求められている。そこで，本研究ではこれまでの特殊教育における実

態把握や個別の指導計画の活用に関する現状と課題を明らかにするとともに，特別支

援教育におけるアセスメントの基本的な考え方とアセスメントシートを活用した子ど

も理解の在り方について提案した。

実践報告では，特殊学級や通級指導教室，盲・聾・養護学校でのアセスメントシー

トを活用した事例と今後求められるアセスメントと支援の在り方を実践モデルとして

紹介した。

索引語（キーワード ： 子ども理解， 特別支援教育， アセスメント，）

個別の指導計画， 教育的ニーズ
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特別支援教育における子ども理解の在り方研究主題

第１ 研究の基調

１ 主題設定の理由

近年の障害のある児童生徒の教育をめぐる状況は，ノーマライゼ

ーションの理念の浸透など，社会状況の変化の中で大きく変わって

きており，障害の重度・重複化，多様化に応じた対応が喫緊な課題

となっている。このような状況を背景に改訂された盲・聾・養護学

校の学習指導要領は「幼児児童生徒の障害の重度・重複化や社会の

変化等を踏まえ，一人一人の障害の状態等に応じたきめ細かな指導

を一層充実する 」ことをその改訂の基本方針としており，個への。

対応を一層重視したものとなっている。

また，平成13年１月には21世紀の特殊教育の在り方に関する調査

21世紀の特殊 研究協力者会議の報告書「21世紀の特殊教育の在り方について（最

教育の在り方 終報告 」がまとめられ，今後の特殊教育の在り方の基本的な考え）

「 ，について は 障害のある児童生徒の視点に立って一人一人のニーズを把握し

(最終報告) 必要な支援を行うという考えに基づいて対応を図る必要がある 」。

ということであり個のニーズの把握と必要な支援が個への対応の重

要な手だてになることを示している。

今後の特別支 さらに，平成15年３月に最終報告がなされた「今後の特別支援教

援教育の在り 育の在り方について（特別支援教育の在り方に関する調査研究協力

方について 者会議 」では，障害の程度等に応じ特別の場で指導を行う「特殊）

(最終報告) 教育」からＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症等を含め，障害のある児

童生徒一人一人の教育的ニーズに応じて適切な教育的支援を行う

「特別支援教育」への転換を図ることが提言され，その有効な手だ

てとして「個別の教育支援計画」の必要性を強調している 「個別。

の教育支援計画」は児童生徒の障害等の状況を分析し，その結果を

基に，教育的な支援の目標や内容等を明らかにするものであり，確

かな子ども理解に基づくものでなければならない。

また，本研修センターにおける研修講座の研究協議や講座後の感

想文等において，教育的ニーズの把握や子ども理解の在り方に関す

る諸問題の相談も多い。

以上のようなことから，本研修センターにおいて，障害のある子

， ，どもの教育的ニーズを把握し より適切な子ども理解を図るために

アセスメントの方法や個別の指導計画の活用について理論的・実践

， 。的な研究に取り組むことは 重要な意義があり急務であるといえる
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２ 研究のねらい

研究のねらい （１）特別支援教育における障害のある子どもの実態把握及び個別

の指導計画活用の現状と課題を明らかにする。

（２）特別支援教育における子ども理解のためのアセスメントの基

本的な考え方とその方法を明らかにする。

（３）個別の教育支援計画及び個別の指導計画づくりにおけるアセ

スメントの方法を明らかにする。

３ 研究期間

研究期間 平成15年度から平成16年度までの２か年

４ 研究方法

研究方法 （１）実態調査及び理論・実践研究を行い，特別支援教育における

子ども理解の在り方を究明する。

（２）研究協力員（９人）を委嘱し，研究協議会を開催して研究を

進める。

研究協力員

構成 特殊学級 盲・聾・養護学校

知 情 言 盲 聾 病 知

的 緒 語 弱 的

小 ( ) 小 障（ ） （ ）小中

害

人 １ ２ １ １ １ １ １ １

５ 研究内容研究内容

（１）実態調査

子ども理解（実態把握とアセスメント等）及び個別の指導計

画についての現状や問題点，課題等について調査を行う。

（２）理論研究

ア 特別支援教育の在り方について

イ 教育的ニーズの把握とアセスメントの在り方について

ウ 個別の教育支援計画について

（３）実践研究

（ ）ア アセスメントシートを活用した子ども理解の方法 ９事例

イ 個別の教育支援計画の作成とアセスメント（２事例）

肢

体

不

自

由
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６ 研究経過

研究経過 （１）平成15年度

回 期 日 協 議 内 容

講義「子ども １ ５月27日 ・東京学芸大学教授 菅野 敦先生の講義

理解のための 「子ども理解のためのアセスメント」に

アセスメント」 よって特別支援教育における教育・心理

アセスメントの基本的な考え方とその実

際について研究を深めることができた。

・研究の進め方について検討するとともに

実態調査 実地調査の内容，対象，質問項目等を検

（アンケート） 討した。

２ ７月11日 ・ 特別支援教育における子ども理解の在「

アンケート り方に関する調査」の集計及び分析を行

分析 った。

３ 11月14日 ・ 特別支援教育における子ども理解の在「

り方に関する調査」の考察を全体で行っ

アセスメント た。

シート ・アセスメントシートの書式について検討

した。

４ ２月20日 ・研究協力員が持ちよったアセスメント事

例を基に全体で協議した。

アセスメント ・次年度の研究の進め方等について検討し

事例 た。

（２）平成16年度

回 期 日 協 議 内 容

１ ５月25日 ・東京学芸大学教授 菅野 敦先生の講義

「個別の教育支援計画とアセスメント」

によって個別の教育支援計画の基本的な

考え方とアセスメントとの関係について

研究を深めることができた。

・２年次の研究の進め方及び研究報告書の
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内容を検討した。

・個別の教育支援計画のモデルの検討をし

た。

２ ７月９日 ・個別の教育支援計画におけるアセスメン

ト事例を基に研究協議をした。

３ ９月14日 ・研究報告書の項立ての検討をした。

４ 11月17日 ・研究のまとめと今後の課題について検討

した。

・研究報告書の原稿を検討した。

第２ 調査の概要と結果

１ 調査目的目 的

県内の盲・聾・養護学校，小学校，中学校の特殊学級・通級

指導教室における子どもの実態把握及び個別の指導計画につい

ての現状と課題を明らかにし，特別支援教育における子ども理

解の望ましい在り方を探る。

２ 調査方法方 法

① 調査対象

○ 小学校の特殊学級及び通級指導教室担当者（６５３人）

○ 中学校の特殊学級及び通級指導教室担当者（２９５人）

○ 盲・聾・養護学校の部主事 （ ５５人）

② 実施時期

平成15年６月３日から６月30日まで

③ 調査形式 質問紙法

３ 調査結果の分析と考察結 果

いて子ども理解のための実態把握と目標設定につ

実態把握の Ｑ１ 実態把握は，どのような方法で行っていますか。

方法は？ （複数回答可）
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観察や保護者
前任者の情報が

中心

実態把握の方法は，特殊学級，盲・聾・養護学校ともに日常
の観察，保護者からの情報が多く，次いで前担当者の情報の順
になっている。一方，外部機関や専門家からの情報活用は少な
く，学校外の機関との連携が今後の課題となるであろう。学校
種間で比較してみると，医療機関等からの情報の項目が特殊学

他機関との 級8.8％に対し，盲・聾・養護学校が14.4％と高くなっている。
連携による これは，障害の種類や程度により，連携の必要度に差が出たも
実態把握が のと思われる。ただし，小学校の情緒障害特殊学級だけを見る
課題？ と13.5％となっており，ＡＤＨＤや広汎性発達障害のある児童

への対応の困難さから，専門機関からの情報を求めているもの
と思われる。

Ｑ２ 子どもの個別の指導目標を設定するにあたって，本人又

本人や保護者 は保護者の要望を取り入れていますか。

の要望は？

多くの学校や 一部の特殊学級では，取り入れていないと回答したものもあっ

学級で取り入れ たが，何らかの形で，保護者（本人）の要望を個別の指導目標に

ている 反映しようとする姿が読み取れる。

28%

27%
25%

6%

2%

11%

1%
①日常の観察

②保護者からの情
報
③前担当者の情
報等
④専門家（医療・
心理）の助言等
⑤他機関からの情
報
⑥各種検査

⑦その他

58.3%

.2%

2.4%

①積極的に
取り入れて
いる

②強い要望
があれば取
り入れる

③取り入れ
ていない

小・中学校

14.2%
0.9%

4.4%

8.9%

23.9%
20.8%

27.0%

養護学校等

20.7%
14.4%

4.2%

1.1%

17.2% 21.8%

20.7%

8.8

21.7

小・中学校

1.4%

64.8%

33.8%

養護学校等

29.9%

70.1%
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協力依頼 Ｑ３ 子どもの個別の指導目標を保護者に知らせ，協力を依

をしてま 頼していますか。

すか？ ※①「している」と答えた方のみ，その方法についてお尋

。 （ ）ねします 複数回答可

ほとんどの

学級や学校

で目標を知

らせ，協力

を依頼。

個別面談や

家庭訪問等

直接話して

個別の指導目標については９割近くが協力を依頼していると答

保護者の協力 えている。また，その方法については，多くの担当者が個別面談

を求める。 や家庭訪問等，直接話し合いの場を，随時あるいは定期的にもっ

ていると答えている。また，その他の回答では，保護者と個別の

指導計画を共有したり，作成会議に直接参加してもらうなど，個

別の目標の説明や協力が前提となっている例もあった。このよう

なことから，個別の指導目標を設定するにあたっては，保護者と

密接に関係していることがわかる。

目標設定の

ための資料 Ｑ４ 子どもの個別指導目標を設定するために活用している資料

は？ は何ですか。 （複数回答可）

87%

13%

①している

②していな
い

3 5 .3 %6 0 .8 %

4 .0 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

a連 絡 帳 や 個 別 面 談 で 随 時

b年 度 当 初 等 定 期 的 に

そ の 他

協力依頼の方法（小・中学校、養護学校等）

小・中学校

13.3%

86.7%

養護学校等

92.5%

7.5%

2%
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実態把握の方

法と相関関係

目標設定の資料は，観察記録，前年度までの記録，保護者の

目標設定の 要望，諸検査の資料の順に活用している。これは，Ｑ１の実態

ためのアセス 把握の方法との相関関係があると推察することができる。特殊

メント事例 教育諸学校に比べて特殊学級で実践事例集を参考にしている率

が高いのは，一人で担当しているために身近にアセスメントの

事例が少ないためと思われる。

「個別の指導計画」について

個別の指導

計画の作成 Ｑ５ 「個別の指導計画」を作成していますか。

状況は？

盲・聾・養護

学校で ％100
小学校で ％83
中学校で ％75

作成

15%

6%

6%

17%

9%3%

18%

18%

8% 0%①諸検査の資料 ②チェックリスト
③専門機関からの資料 ④保護者（本人）の要望
⑤生育歴等の資料 ⑥進路に関する調査資料
⑦前年度までの指導記録 ⑧観察記録
⑨他の実践事例集 ⑩その他

小・中学校

14.7%8.2% 0.3%

9.1%

3.0%

6.1%

5.1%

17.6%17.7%

18.2%

養護学校等

3.0%

7.9%

15.0%

10.7%

17.5%

10.4%

18.3%

0.8%2.7% 13.7%

87%

13%

①している

②していな
い

小・中学校

19.4%

80.6%

養護学校等

100%

0.0%
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Ｑ６ 今後作成することを考えていますか。また，現在作成し

ていない理由をお答えください。

（Ｑ５で作成していないと答えた方のみ）

ほとんどの

担当者が考

えているが

作成していない理由

時間に余裕

がない

わからない

学習指導要領 盲・聾・養護学校では全ての学校で個別の指導計画が作成さ

での個別の指 れている。これは学習指導要領の中で重複障害者と自立活動に

導計画の明記 おいて作成することが明記されたことによるものと思われる。

特殊学級等においても約 ％作成されており，今後作成する予80
定の数も含めると，ほぼ全ての場で個別の指導計画が作成され

特殊学級担当 ようとしている。まだ作成されていない理由からは，特殊学級

者の抱える課 担当者の抱える課題（忙しさ・相談できる者がいない等）が浮

題 き彫りにされているようである。

小・中学校

96.2%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①考えている ②考えていない

45

24

10

90

50

19

0 25 50 75 100

a作成の仕方がわから
ない

b相談するメンバーが
いない

c時間的な余裕がない

d共通理解が図れない

e体制が整っていない

fその他

人
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対象は？ Ｑ７ 「個別の指導計画」の対象は誰ですか。

担当している

子ども全員

学習指導要領では，全ての子どもについて作成することを求

個別の指導計 めてはいないが，ほぼ全ての子どもについて作成していると答

画の有効性 えている。これは個に応じた指導を充実するために個別の指導

。 ，計画が有効であるとの認識が反映されたものと思われる また

特殊学級等の担当者が一部の子どもと答えた理由には「不本意

孤軍奮闘する ながら在籍児のみ」といったように，配慮を要する子どもへの

特殊学級等の 対応に追われながらも個別の指導計画の作成に取り組んでいる

担当者 姿も想像することができた。

Ｑ８ 「個別の指導計画」の書式はどのようなものですか。

書式は？

特殊学級

は担任独自

盲・聾・養護

学校は学校や

学部の書式で

96%

4%

①担任
（担当）し
ている全
ての子ど

②一部
の子ども

小・中学校

3.7%

96.3
%

養護学校等

2.9%

97.1
%

19%

25%

5%12%

39%

①地域共通の
書式

②学校共通の
書式

③学部共通の
書式

④学級として
定められてい
る書式
⑤担任独自の
書式

小・中学校 0.8%

43.1%

21.9%

20.9%

13.3%

養護学校等

1.4%

54.2%
44.4%
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個別の指導 Ｑ９ 「個別の指導計画」はどのような内容で構成されていま

。 （ ）計画の構成は？ すか 複数回答可

ほぼ同一

の内容で構成

されている

盲・聾・養護学校では，学校や学部共通の書式を使用してい

孤軍奮闘 るが，特殊学級等においては担任独自の書式という回答が多か

する特殊学級等 った。このことからも，特殊学級等の担当者が孤軍奮闘してい

の担当者の姿 る姿が想像される。一方その内容は，ほぼ県教委や本センター

で提案したモデルと同様な構成となっている。

Ｑ 「個別の指導計画」作成の話し合いには誰が参加して10
話し合いの いますか。 （複数回答可）

参加者は？

保護者も参加

しています

本人が参加

していることも

1 9 %

1 7 %

1 5 %
1 7 %

1 6 %

1 5 % 1 %① プ ロ フ ィ ー ル ② 長 期 個 別 指 導 目 標
③ 長 期 個 別 指 導 計 画 ④ 短 期 個 別 指 導 目 標
⑤ 短 期 個 別 指 導 計 画 ⑥ 評 価
⑦ そ の 他

小・中学校

693
621

545
585 560 527

25
0

100

200

300

400

500

600

700

800

1

養護学校等

62 62

25

57

41

54

10

0

10

20

30

40

50

60

70

1

49%

19%

3%

20%

7% 2%

①学級担任

②担任以外
の教師
③校長・教
頭
④保護者

⑤児童生徒
本人
⑥その他小・中学校

48.6%

3.8%

19.5%

7.5%

18.2%

2.5%

養護学校等

47.2%

21.8%

28.2%

0.7%
2.1%

人 人

48.5
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Ｑ 「個別の指導計画」の内容について教師間や保護者との11
共通理解を 共通理解を図っていますか。

図ってますか？ ※「図っている」と答えた方は，共通理解の場についてお答え

ください。 （複数回答可）

共通理解

が大切

第１位は

保護者との

話し合いで

より多くの教師がかかわることの多い盲・聾・養護学校で

個別の指導 は，担任以外の教師も話し合いに参加し，共通理解の場も確保

計画の共有化 して指導計画の共有化を図ろうとしている姿が想像できる。一

は誰とする？ 方，特殊学級等では，担任以外に保護者が参加することはある

が，他の教師が参加することは少ない。個別の指導計画を有効

に活用していくためにも，より多くの教師で共通理解していく

個別の指導 ことが課題となるであろう。また，計画の作成の際に本人が話

計画作成への し合いに参加している割合が盲・聾・養護学校0.7％に対し，

本人参加 特殊学級等7.5％と高くなっているのは子どもの実態の差もあ

るだろうが，今後の特別支援教育を進めていくうえで注目すべ

き結果でもある。

84%

16%

①図ってい
る

②図ってい
ない

小・中学校

106

22

113

368

20

467

0

100

200

300

400

500

1

養護学校等

7

30 30
28

40

4

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

1

1 0 % 2 %

8 %

3 5 %

4 3 %

2 %a 学 校 全 体 で b 学 部 で

c 学 年 で d 担 任 間 で

e 保 護 者 と の 話 し 合 い で fそ の 他

人 人

0

小・中学校

83.8%

16.2%

養護学校等

4.4%

95.6%



- 12 -

見直しや変更 Ｑ 「個別の指導計画」の内容の見直しや変更を日常的にし12
をしてますか？ ていますか。

３割は見直し

や変更がなされ

ていない

評価は Ｑ 「個別の指導計画」の評価等を，次年度に申し送りして13
申し送り いますか。

してますか？

盲･聾･養護学校

％95.6
特殊学級等

％72.2

個別の指導計画を日常的に見直しているという回答は，特殊学

特殊学級の 級等，盲・聾・養護学校ともに７割弱ほどであり，多くの担当者

多くは，裁量 が改善を図っている一方，作成のみで終わっているという課題も

が担当者にまか あることがわかる。また，評価等の引き継ぎをしているという回

されている？ 答は，盲・聾・養護学校の95.6％に対して特殊学級等は72.2％と

低くなっている。これは，特殊学級等において個別の指導計画が

担当者の裁量にまかされているという実態があるからと考えられ

る。

69%

31%

①して
いる

②して
いない

小・中学校

68.9
%

31.1
%

養護学校等

33.3
%

66.7
%

69%

31%

①して
いる

②して
いない

小・中学校

72.2
%

27.8
%

養護学校等

4.4%

95.6
%
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最も困難な Ｑ 「個別の指導計画」を作成する上で最も困難だと感じる14
ことは？ ことは何ですか。 （その理由も書いてください ）。

目標設定

長期計画

評価

②目標の設定③長期計画④評価が困難であるという回答が多

アセスメント かった。それぞれの理由は，実態から目標を立てるプロセスが

と評価が困難 わからない，見通しが立てにくい，評価基準が不明確など，ア

セスメントと評価に関する問題が浮き彫りにされている。

また，その他の回答では 「実態やニーズの把握に時間がか，

活用できない る 「保護者のニーズと実態とのギャップが大きい 「せっか。」 。」

計画への く作っても，活用できないので無駄 」など，子ども一人一人。

ジレンマ のニーズを的確に把握することの困難さと，活用できる計画に

なっていないことへのジレンマが伝わるものが目立った。

活用してい Ｑ 作成した「個別の指導計画」を活用していますか。15
ますか？

活用はして

いるが・・・

13%

24%

23%

13%

23%

4%

①プロフィール表の作
成

②長期個別目標の設
定

③長期個別指導計画
の作成

④短期個別指導計画
の作成

⑤評価のしかた

⑥その他

小・中学校　　　　　養護学校等

13.2%
23.3%

20.6%
13.3%

14.7%

23.4%
17.6%

22.0%
30.9%

14.3%

3.7%

2.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 2

10%

88%

2%

①十分活
用している

②活用して
いる

③活用して
いない

小・中学校

1.4% 10.9
%

87.6
%

養護学校等

3.2%

92.1
%

4.8%

31.0

87.7 92.0
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活用方法は？ 活用方法についてお答えください （複数回答可）

日々の教育

実践が半数

作成した個別の指導計画は，もちろん何らかの形で活用され

担当者レベ ているようだが，その活用方法を見てみると，日々の教育実践

ルの活用 などがほとんどで，移行支援やケース会議の資料，早期教育相

談といった，他の教師や，連携機関，就学前や卒業後までを見

通した活用というところまではいっていないのが現状である。

， 。課題は連携 まさに 個別の教育支援計画の内容が今後の課題となっている

ま と め

まとめ

盲・聾・養護学校では，実態把握の方法や個別の指導計画の

作成と活用の仕方について共通理解が図られ，組織化されて進

められている学校が多い。それに比べて，小中学校の特殊学級

や通級指導教室では，担当者の裁量によるものが多いことがう

手間をかけ かがえる。そのため，個別の指導計画を作成するにあたり，適

ても活用しきれ 切な個別目標を設定することや，支援の手だてを考えていくこ

ていない？ とが難しく，時間や手間をかけて作成しても，十分に活用しき

れていない現状が明らかになった。

また，盲・聾・養護学校や特殊学級等の担当者の共通の問題

として，子どもの実態や要望から，長期的な展望をもって「今

アセスメント 一番何を育てることが大切か 」といった，子ども一人一人の。

の困難さ 教育的ニーズを把握するためのアセスメントの困難さがあげら

れていることがわかった。

48%

12%

35%

2% 3%a日々の教育実践 bケース会議の資料

c通信票 d移行支援（進路等）

e早期教育相談

小・中学校

659

147

472

82 44

0

100

200

300

400

500

600

700

1

養護学校等

58

42

26

13

1
0

10

20

30

40

50

60

70

1

人 人
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第３ 「特別支援教育における子ども理解」の基本的な考え方

１ 特別支援教育特別支援

教育とは？ 文部科学省が，平成13年10月に設置した「特別支援教育の在り

方に関する調査研究協力者会議」は，８回の調査審議を経て，平

成15年３月28日に「今後の特別支援教育の在り方について（最終

今後の特別支 報告 （以下「最終報告 ）を発表した。）」 」

援教育の在り この最終報告は，障害の程度等に応じて特別の場で指導を行う

方について 従来の「特殊教育」の枠組みから，障害のある児童生徒一人一人

「 」(最終報告) の教育的ニーズに応じて適切な教育的支援を行う 特別支援教育

へと転換を図るために，学校の役割や機能，新たな教育ニーズに

対応するための体制など，具体的な提言内容となっている。

， ， ，特別支援教育とは 従来の特殊教育の障害だけでなく ＬＤ

ＡＤＨＤ，高機能自閉症を含めて障害のある児童生徒の自立や

社会参加に向けて，その一人一人の教育的ニーズを把握して，

その持てる力を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服する

ために，適切な教育や指導を通じて必要な支援を行うものであ

推進のための る。 （ 最終報告」より）「

３つのツール

今後の特別支援教育の在り方の基本的考え方の中では，次の３

点を特別支援教育を推進するためのツールとして提言している。

（１）個別の教育支援計画の策定

（多様なニーズに適切に対応する仕組み）個別の教育

支援計画 個別の教育支援計画とは，障害のある子どもを生涯にわたって

支援する観点から，一人一人のニーズを把握して，関係者・機関

の連携による適切な教育的支援を効果的に行うために，教育上の

指導や支援を内容として策定されるものである。

○ 対象範囲

障害のある幼児や児童生徒で，特別な教育支援の必要なもの

○ 内容

・特別な教育ニーズの内容

・適切な教育支援の目標と内容

ＰＤＳサイクル ・教育的支援を行う者・関係機関とその役割

○ Plan-Do-Seeサイクル（計画の作成・点検の手順）

・障害のある児童生徒の実態把握

・実態に即した指導目標の設定

・具体的な教育的支援内容の明確化

・評価
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以上のように個別の教育支援計画は，一人一人のニーズを正

確に把握し，長期的な視点で乳幼児期から学校卒業後までを通じ

て，一貫して的確な教育的支援を行うことを目的としており，担アセスメントの力

当者及び担当機関には，これまで以上に「子ども理解のためのア

セスメント」に関する力が要求されるものと思われる。

（２）特別支援教育コーディネーター

（教育的支援を行う人・機関を連絡調整するキーパーソン）特別支援教育

コーディネーター 障害のある子どもの教育においては，担当する複数の教師や保

護者，医療や福祉などの外部機関と連携を密にしながら，子ども

の教育的ニーズに応じた教育を行うことが求められている。

この連携を円滑に進めるためには，連絡調整役となるキーパー

ソンが必要である。

キーパーソン 特別支援教育コーディネーターとは，このキーパーソンのこと

。 。である その役割は最終報告において以下のように示されている

学内，または，福祉・医療等の関係機関との間の連絡調整役

コーディネー として，あるいは，保護者に対する学校の窓口の役割を担う者

ターの役割 として（特別支援教育コーディネーターを）学校に置くことに

より，教育的支援を行う人，機関との連携協力の強化が重要。

○ 小中学校でのコーディネーターの役割

小中学校での 小中学校においては，ＬＤ，ＡＤＨＤも含めた障害のある子

コーディネーター どもを学校全体で支援していくための体制を整えることが求め

られており，この校内支援体制のキーパーソンとしての役割が

中心となるであろう。具体的には，①支援のための校内の連絡

調整 ②校内支援委員会の企画・運営 ③校内研修の計画や実施

研究報告書 ④障害の理解や支援方法などに関する情報の収集・提供 ⑤障

第 号 害のある子どもに関する担任の相談窓口などが考えられる。47
Ｈ 発行 小中学校における校内支援体制づくりについては，平成14年15/3
県教育研修 度報告した県教育研修センターの特殊教育に関する研究「特別

センター な配慮を要する子どもへの支援の在り方 （研究報告書第４７」

号）の中で詳しく述べられている。

○ 盲・聾・養護学校でのコーディネーターの役割

特別支援学校 最終報告の中では，特別支援教育を推進するうえでの盲・聾

（仮称）でのコー ・養護学校の在り方について，次のように提言している。

ディネーター ① 現行の盲・聾・養護学校の制度から，障害種別にとらわれ

ない学校「特別支援学校（仮称 」の制度化に向けて法律改）

正も視野に入れて具体的な検討が必要である。

② 「特別支援学校（仮称 」として地域の特別支援教育のセ）

ンター的役割を果たすことが一層重視される。
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以上のように今後の盲・聾・養護学校には，小中学校とは異

なり，その地域におけるセンター的機能が期待されている。従

アセスメント って，コーディネーターにも小中学校の場合に加えて，地域の

に関する力 障害のある子どもの教育相談にあたったり，小中学校に出向い

て，支援や指導を行うことなどが求められる。

このように，特別支援教育を推進するために関係者との連絡

， ，調整をしたり 連携や相談の窓口となるコーディネーターには

障害のある子どもを理解し，支援や指導の計画を作成するためアセスメン

の教育アセスメントに関する力（自らアセスメントできる力だトチーム

けでなく，アセスメントチームを作って対応する力も含めて）

が求められる。

（３）広域特別支援連携協議会

（質の高い教育支援を支えるネットワーク）広域特別支援

連携協議会 広域特別支援連携協議会は，地域（都道府県）に設置される障

害のある子どもの指導・支援にかかわる教育，福祉，医療等の関

係機関との連携・協力を円滑にするためのネットワーク組織であ

る。

この組織の構成メンバーは，教育委員会，保健福祉部局，衛生

部局，労働部局及び大学やＮＰＯ等の関係者であり，その役割は

３つの役割 以下のようなことである。

① 支援地域の設定とネットワーク形成

② 個別の教育支援計画モデルの策定

③ 研修，情報提供，相談に関する総合的な支援体制の構築

例えば，保健福祉部が所管する保育所等の情報が協議会を通し

て早期教育相談において共有されることで，幅広い連携へとつな

がったり，協議会において労働部局との連携が図られ就労の実施

地域の教育資 や就労後のフォローアップの充実が可能になったりする。

源を活かした 障害のある子どものニーズに応じた教育的支援を行うためには

連携協議会 広域特別支援連携協議会とともに，実務担当者レベルのネットワ

ークを組織する必要がある。それが県内の各支援地域ごとに設置

されることが望まれている特別支援連携協議会である。この組織

を構築するにあたっては，その地域の特色や教育資源を活かす工

夫が大切である。例えば，盲・聾・養護学校の教育相談ネットワ

ークを活かした地域連携協議会や，市町村教育委員会や各教育事

務所が中心となって連絡調整を行う地域連携協議会，療育センタ

専門性を活かし ーや障害児（者）地域療育等支援事業等の既成の相談ネットワー

た子ども理解 クを活かした地域連携協議会等が考えられる。

このように，特別支援教育においては，これまで以上に関係機

関がそれぞれの専門性を活かし，障害のある子ども一人一人を共

通に理解し，その教育的ニーズの実現のために真に協働すること



- 18 -

が求められている。

２ 子ども理解とアセスメント子ども理解と

（１）子ども理解とはアセスメント

特別支援教育のねらいは，障害のある子ども一人一人の教育的

ニーズに応じて適切な教育的支援を行うことであるが，個別のニ

，「 」 。子ども理解 ーズに応じるためには 子どもを理解する ことが前提となる

とは？ 「障害のある子どもを理解すること （以下「子ども理解 ）を」 」

考えるときには，近年の「障害観」の変化を念頭におかなければ

ならない。この新しい「障害観」は，器質的障害（ ）impairment
や能力的障害（ ）といった個人レベルへの対応から，社disability

新しい障害観 会的不利（ ）を小さくするための支援的対応を重要視すhandicap
るものである。つまり，障害を個人と周りの状況との関係として

捉える考え方であり 今後の特別支援教育の在り方について 最，「 （

終報告 」や「障害者基本計画」のもとになる考え方でもある。）

肯定的な このようなことから，本研究における「子ども理解」とは，子

子ども理解 ども本人を客観的に理解することだけではなく，子ども本人や保

護者の願いを理解し，さらに自立や社会参加の視点から子どもを

取り巻く環境をも理解することとした。

そして 何より 子ども理解 は 教師と生徒 である前に 人， 「 」 「 」 「

と人」としての出会いから始まる「肯定的な子ども理解」である

と考えたい。

（２）子ども理解のためのアセスメントとは子ども理解のた

めのアセスメント 障害のある子どもを理解するためには，障害の種類や特性に応

じたアセスメントが必要となる。アセスメントとは 「査定」と，

訳されるように，元来は，課税額を決定するために財産や収入を

査定することを言うが，心理学や教育学においては心理特性や発

， ，達の状態を把握し 適切な支援方針を得る方法を指す言葉として

多く用いられるようになった。

教育支援のための 本研究におけるアセスメントとは，教育支援を行う前の子ども

アセスメント の現状を把握し，教育支援の目標を設定し，その目標を達成する

ための方法や場を決定する過程全体を意味するものである。この

アセスメントの手順は 「 」のプロセスからなる個別， Plan-Do-See
の教育支援計画や個別の指導計画の中にシステムとして位置づけ

ることができる。

さらに，特別支援教育における子ども理解の方法としてアセス

協働作業として メントを進めるためには，一人の担当者が行うのではなく，その

のアセスメント 子どもにかかわるより多くの人々の協働作業として有機的な組織

が主体となって行わなければならない。

そして，このアセスメントにおいても，子ども本人へのアセス



- 19 -

メントと取り巻く環境のアセスメントが必要となる。

（３）アセスメントの種類アセスメント

の種類 アセスメントの対象となるのは，子どもとその子どもを取り巻

く環境である。この対象に視点を当てて，アセスメントの種類を

本人に関するアセスメント（アセアスメントⅠ）と本人を取り巻

く環境のアセスメント（アセスメントⅡ）さらに，これらを統合

し，具体的な指導（支援）目標を導き出すための総合的なアセス

本人に関する メント（アセスメントⅢ）に分けて考える。

① アセスメントⅠ（本人に関するアセスメント）アセスメント

本人のニーズ，障害の特性，性格特性や行動傾向，興味や関

心，各領域の発達段階など，直接本人にかかわるアセスメント

である。

② アセスメントⅡ（本人を取り巻く環境のアセスメント）取り巻く環境

のアセスメント 基礎情報，生育歴や教育歴，家庭や地域の生活情報，学校生

活の情報などの本人を取り巻く環境のアセスメントである。こ

のアセスメントには，物理的な環境のアセスメントと精神的な

環境のアセスメントがある。物理的な環境とは，住居の所在や

利用可能な施設，家族構成，学校での所属集団，生活リズムな

どであり，精神的な環境とは，保護者や家族の願いや態度（ニ

総合的な ーズ・障害の受容等 ，教師や友人，医師や専門家との関係な）

アセスメント どである。

③ アセスメントⅢ（総合的なアセスメント）

アセスメントⅠとアセスメントⅡの結果をもとに，子どもの

多面的・総合的 将来を見通し，生涯発達の視点から総合的に解釈することがア

なアセスメント セスメントⅢ（総合的なアセスメント）である。

このように，子どもを多面的かつ総合的に捉えることで，教

育的ニーズを把握し，具体的な指導（支援）目標を引き出すこ

とがこのアセスメントの目的である。

（４）アセスメントの方法

アセスメント とにかく，子ども理解は人と人としての出会いから始まると考

の方法 えたい。出会いのときのドキドキワクワクを大切にしながら，理

解を深めていくためのアセスメントの方法を考えていきたい。

子どもとの出会いは，その子どもの過去（情報 ・現在（姿））

・未来（願い）との出会いである。その子どもを理解するために

人と人として は，その「姿」から行動特徴や表情を「 や本人や家族見取る力」

「聞き取る力 ， 「読の出会い の「願い」を 過去の情報や諸検査の結果を」

が必要とされる。さらに，これらの情報を意味づけしみ取る力」

教育的に意義のあるものに変換する教師の力量が求められる。

， ，そして何より大切なことは 自ら育とうとしているその子どもを

肯定的な視点から温かく理解しようとする教師のかまえである。
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共に学び合う人としての出会いを大切にしながら以下のような視

子どもの姿を 点でアセスメントの方法を整理してみた。

見取り （子どもの姿を肯定的に見て取る）肯定的に見て取る ①

学校生活において，現在の子どもの姿を肯定的に，より正し

くとらえること，主に「観察」と言われる方法のことである。

この方法による情報は，その子どもの行動特性や興味・関心

など「質的な情報」であり，数量的に表すことは難しいが，ア

セスメントを進めるために重要な情報である。

ともすると，主観的になりやすいので，チェックリストを活

用して行動観察をするなど客観性を高める工夫が求められる。

読み取り（子どもの情報を正しく読み取る）②

子どもの情報を 発達検査や知能検査など，標準化された「検査」の結果や過

正しく読み取る 去の指導記録などの情報を読み取ることである。

特に「検査結果」などから得られる情報は，何らかの単位を

もった数量として表すことのできる「量的情報」であり，客観

性が高いという特徴があるが，指導や支援につなげるためには

その数字の意味するものを読み取る技術が求められる。

聞き取り（子どもの本当の声を聞き取る）③

家庭訪問や個別面談など，子ども本人や保護者からの「ねが

子どもの本当の い」を聞き取る「面接」による方法である。事前に取ったアン

声を聞き取る ケートをもとに直接話し合う「面接」をていねいに行うことが

大切である。

本人や保護者によっては，言葉になりにくかったり，非常に

たくさん出たり 「ねがい」が高度すぎると担当者が感じるこ，

ともあるかもしれないが，どのような「ねがい」であってもま

ずは受け止めることが大切である。そのうえで 「面接」を重，

ねながら，共に「ねがい」を整理し，本当の声としてのニーズ

を導き出すことが求められる。

（５）アセスメントシート

これまで，小中学校の特殊学級や通級指導教室，盲・聾・養護

指導や支援につ 学校において行われてきたアセスメントの実践を整理し，これか

なげるアセス らの特別支援教育に活かすことが重要であると考え，以下に示す

メントシート ようなアセスメントシートの書式を作成した。本人自身や取り巻

く環境などのアセスメントを横軸に，聞き取り，見取り，読み取

りなどのアセスメントの方法を縦軸にして，総合的なアセスメン

トを導き出し，指導や支援につなげるためのシートである。アセ

スメントの手順と併せていくつかの事例としてまとめてみた。
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アセスメントシートの書式

アセスメントⅠ（本人） アセスメントⅡ（環境）

聞

※ 本人や保護者のねがい ※ 面接等で聞き取ったき

ニーズなど 家庭や地域の状況など取

り

見

※ 観察等により得た ※ 学級や他学年の友だち取

本人の興味や関心など や教師との関係などり

読

※ 諸検査の結果から ※ 過去の資料や生活地図み

考えられることなど などから得た地域援助取

資源などり

アセスメントⅢ（総合的なアセスメント）

※ アセスメントⅠ・Ⅱの結果から，将来を見通して，総合的に解釈

主たる指導（支援）課題

※ アセスメントの結果から考えられる教育的ニーズとその達成のための課題

指導（支援）上の配慮事項

※ 主たる指導（支援）課題を解決するために効果的と考えられる手だてや

配慮すべきことなど
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アセスメントの手順

１ 出会う （子ども自身とその過去・現在・未来との出会い）

(情報) (姿) (願い)

２ 集める（過去の情報の整理と新たな情報の収集）

○ 過去の情報の整理

・引継資料 ・前担任，関係者からの情報

○ 保護者への説明と協力依頼→情報収集

・個別の指導計画の説明・調査（アンケート・聞き取り ・諸検査実施）

等の許可

○ 観察による実態把握

・領域ごとの観察・日常的観察・組織的観察・チェック表の活用等

○ 諸検査の実施

・発達・心理・運動・諸感覚・社会性等 必要に応じて

３ 考える（収集した情報の分析）

○ 教育的ニーズの把握

・本人や保護者の願いと客観的情報の関係から

・多眼的に（ケース会議，助言，文献の活用等）

○ 個別長期（年間）目標の設定

・教育的ニーズの分析（背景，見通し，詳細な実態把握等）

・優先順位のリストアップ

○ 指導計画（長期・短期）の作成

・長期目標にかかわる課題の分析（スモールステップ化）による短期目標

の設定

・教育課程，各教科・領域などの指導計画との関連や子どもの興味・関心

等を考慮した指導内容や手だての選定

４ やって，みる（指導や支援につながる評価）

○ 指導や支援の実践

○ 指導や支援の足跡の記録

・子どもの様子や教師の指導（支援）の様子の記録

○ 記録の読み取りによる評価

・既成のチェック表や課題分析によるチェック項目による評価

○ 評価結果の活用

・評価結果から得られた新たな課題を指導や支援の改善に活用



第４ アセスメント事例Ⅰ（特別支援教育におけるアセスメントの整理）
 

 
 

 この章については，個人情報保護のため，公開していません。閲覧を希望される方は，当

教育研修センター特別支援教育課まで連絡ください。
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アセスメント事例 Ⅱ第 ５

（特別支援教育におけるアセスメントと支援の実際）

これまでの特殊教育において行われてきた教育実践をもとに，

今後の特別支援教育における，望ましい「子ども理解と支援」の

姿を小学校と特別支援学校( )のモデルケースとしてまとめた。仮称

このモデルケースは，いくつかの実践をもとに，現時点で実現

可能と思われる取り組みをモデルケース１「小学校におけるHANAK

Oさんへのアセスメントと支援の実際」とモデルケース２「特別支

援学校（仮称）小学部におけるTAROさんへのアセスメントと支援

の実際」というかたちでまとめたものである。

なお，HANAKOさんやTAROさんに関する情報は，参考にした事例

が複数であるということと，対象児の個人情報の保護の観点から

設定を変え，再編集してある。

TAROさんHANAKOさん



き き ト リ
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アセスメント事例 Ⅱ（小学校）

（HANAKOさんのアセスメントと支援の実際）

HANAKOさん（仮名）は，小学校２年生の女の子です。この４月

にお父さんの仕事の都合で○○小学校に転校してきました。

人なつっこく笑顔がかわいいHANAKOさんですが，言葉の意味や

ルールを理解することに困難さをもっていることもあり，ちょっ

とした言葉の行き違いで，友だちに乱暴な行動をしてしまうとい

う特徴がありました。

転校１日目の始業式の日に，ささいな理由から友だちにつかみ

かかるというできごとがあり，担任Ａは，HANAKOさんには特別な

支援を必要とするような困難さがあることに気づきました。

このモデルケースは，校内の支援体制を活かしながら，担任Ａ

を中心に，特別支援教育コーディネーターやひまわり教室担当者

など学校全体で，HANAKOさんの理解と支援に取り組む様子を個別

の教育支援計画や個別の指導計画づくりの手順に沿ってまとめた

ものです。
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モデルケース１
小学校２年生のHANAKOさん

「小学校におけるアセスメントと支援
の実際」

出会う（人と人としての出会い・肯定的な理解）

出会い
○ HANAKOさん（小学校２年生）が転校してきたのは，私が教職５

年目，２年２組を担任することになった新学期のことだった。

HANAKOさんについては，前籍校から「落ち着きに欠ける子」と

の申し送りがあったが，笑顔がかわいい人なつっこい子という印

象だった。

しかし，初日の始業式，ささいなことを理由に友達につかみか

かるというトラブルが発生した。

（HANAKOさん）

○ 私は次のように考えるようになった。気づき
「HANAKOさんは，毎朝元気に登校して来て，朝の会では，元気な

歌声でみんなを活気づけてくれる。でも，授業中の離席，友達

とのトラブルがあり，学級になかなか馴染めない様子。つい，

注意することが多くなってしまう。このままでは，他の子ども

たちがHANAKOさんに対してマイナスのイメージをもってしまう

危険があるなあ 」。

（ ）心配なこと・・

○ 特別支援教育コーディネーターに相談

「どうしたらいいだろう？ 特別支援教育コーディネーターのＢ

先生に相談してみよう 」。

（特別支援教育コー ○ 特別支援教育コーディネーターの助言

ディネーターのＢ 「支援のケースとして出した方がいいと思うけど，まずはHANAKO

先生） さんについて記録をとったり，情報を集めておいたほうがいい

よ 」。
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集める（過去の情報の整理と新たな情報の収集）

見とり ○ HANAKOさんの様子で気がついたことを記録してみた。

・注目されることがうれしい。

・日直や係の仕事は，はりきってできる。

・授業に飽きてくると離席（トイレ）する。

・ゲームのルールを理解することが困難。

・教師の話を聞いていない （聞き取れない？）。

・注意されると反発する （注意の理由がわからない？）。

（観察－記録） ・何でも１番がすき。順番が待てない。

・お友だちに手を出してしまうことがある。

（かかわり方が分からないのだろうか ）。

聞きとり

○ 前籍校と連絡を取り，昨年度の担任の先生に話を聞いた。

前担任「入学当初から泣いたり，怒ったり起伏の大きい子で，教室

でみんなと一緒に活動できないことも多かったです。ＴＴ

でサポートしてほしいと思っていたけれど，こちらではそ

。」ういった支援体制もとれなくて・・・・・・・・・・・

（前担任から・・）

○ 初めての授業参観の日に，HANAKOさんの母親と話をする。

私 「HANAKOさんは，明るくて元気なお子さんですね 」と声を。

かけると

「 ， 」母親 実は 新しい学校で友達ができるかどうかとても心配で・

と口ごもってしまった。こちらに転居して，相談できる人

もなく，とても不安な様子がうかがえた。

（母親から・・）

読みとり

○ 前籍校から届いた資料を読み返してみる。

・観点別の評価は算数Ａに対して，国語はＣが目立ち，学力に極

端なアンバランスが見られる。

・ 友達とのトラブルがあり指導した 」とあり，交友関係に配「 。

慮しないと孤立してしまう危険がありそうだ。

（前籍校の書類）
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とまどい

○ 特別支援教育コーディネーターへ再度相談する。

・HANAKOさんの他児とのトラブルは相変わらずであった。

・HANAKOさんの「めあて」をどのあたりと考えて指導すればよい

のか。戸惑う日々が続いた。

・コーディネーターのＢ先生が「HANAKOさんはどう？」と声をか

けてくれたのが心強い。

・コーディネーターのＢ先生に「HANAKOさんの指導は担任の私ひ

（再度の相談） とりではうまくいかない。サポートがほしい」と伝えた。

○ コーディネーターの呼び掛けでHANAKOさんの支援についての

第１回校内 「第１回校内支援委員会」を開くことになった

支援委員会

第１回校内支援委員会
５ 月

○ 私がHANAKOさんの学級での様子を報告する。

Ｔ１ 「まだ，新しい生活に慣れていないせいじゃないかしら。も

う少し様子をみた方がいいんじゃない 」。

Ｔ２ 「HANAKOさんのわがままな行為を許しちゃいけないな。もっ

と厳しく指導した方がいいと思うよ 」。

ひまわり教室のＣ先生

「HANAKOさんは，ただのわがままではなく，感情のコントロ

ールが難しい発達障害があるかも・・・。巡回相談の先生

に相談してみてはどうでしょう 」。

Ｔ３ 「・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 」。

Ｂ先生「いろいろな考え方が出てきたけれど，HANAKOさんは，みん

なで協力してみていかないといけませんね。次の委員会ま

でに担任のＡ先生と私とひまわり教室のＣ先生の３人で，

どんな支援が必要か考えましょう。よろしいですか？」

私 「よろしくお願いします 」。

校長 「HANAKOさんの困った部分はいろいろ出てきたけれど，HANA

KOさんのいいところにも目を向けていかないとね。では今

日の話し合いを生かして，コーディネーターのＢ先生が中

心になって 個別の教育支援計画 を作成してみて 」『 』 。

（話し合いの様子） Ｂ先生「わかりました。私と担任のＡ先生，ひまわり教室のＣ先生

で支援チームを組んで計画案を作ってみます 」。
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＜校内支援体制＞
学校全体で見守っていこうとする姿勢で・・・

必要に応じて 支援チームを組んで・・・

校長・教頭

学年主任会 特別支援教育担当

（ひまわり教室担当）C先生

学年会

養護教諭校内支援委員会
保健安全部員

通常の学級担任 特別支援教育コーディネーター

Ａ先生 （生徒指導主事）Ｂ先生

生徒指導部員

保護者

教務部 TT配慮を要する児童
・LD，ADHD，高機能自閉症等

・学習面 言語面

・対人関係や友人関係 関係機関

・落ち着きに欠ける 医療機関

・不登校 巡回教育相談

・保護者との対応 福祉事務所・児童相談所

・生活面での援助 など 適応指導教室

民生委員 など

＜校務分掌の位置づけ＞

校 長

教 頭

運営委員会 学年主任会 学年会

校内支援委員会

校長・教頭・教務主任・特別支援教育コーディネーター

職員会議 該当児童の担任・学年主任 ・ひまわり教室担当

養護教諭
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考える（収集した情報の分析）

プロフィール表の作成実態把握

○ ひまわり教室のＣ先生が教室に来てHANAKOさんの様子を観察

・ HANAKOさんは知的な遅れはないようだけれど，何らかの発達「

障害があるのかも。保護者に巡回教育相談の専門の先生を紹介

して諸検査をしてもらったらどうかな。HANAKOさんの得意な部

分を支援に生かしていきたいよね 」。

（特担者の観察）

○ 保護者と教育相談

私とコーディネーターのＢ先生とで，教育相談を行った。

＜母親の話＞

・幼稚園の頃から落ち着きがなく，みんなと一緒になかよく遊ぶ

ことができず，育児に悩んだとのこと。新しい学校で落ち着い

て生活し，友達と仲良くできればという思いが強い。就学前に

（教育相談） は，○○県の○○医療センター○○医師に診て貰っていたとの

ことだった。○○医師からはＡＤＨＤという診断を得ていると

のことである。諸検査（Ｋ－ＡＢＣ・ＷＩＳＣーⅢ）実施の許

可を得る。

○ 諸検査（Ｋ－ＡＢＣ・ＷＩＳＣーⅢ）の実施

・巡回教育相談の専門の先生に検査をしてもらった。

＜諸検査結果の分析＞

・HANAKOさんは，個人内差が大きく，強い部分と弱い部分がある

ことがわかった。

・視覚認知，動作を伴う検査は取りかかりも良く，高い数値であ

（諸検査の実施） った。視覚的な手がかりを与えてあげることが有効であろう。

・言語概念の理解が特に弱いので，それが学校生活の中で，指示

が聞き取れなかったり，友達とのやりとりがスムーズにいかな

かったりする原因にもなっているのであろう。

○ 以上のことを統合して，コーディネーターのＢ先生を中心にＣ

先生とプロフィールを作成し，アセスメントシートによる分析

を行った。

（ ）HANAKOさんの特徴
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アセスメント

「アセスメントシート」の活用の実施

○ 「アセスメントシート」を活用して特別支援教育のアセスメン

トを行う。

○ 本人のアセスメント

・HANAKOさんには，周りの人から注目されたいという強い思いが

あることが分かった。

・HANAKOさんをよく見てみると，一斉授業の中では言っているこ

とがよく理解できていないようである。言葉の遅れもあるよう

なので，視覚的なフォローも必要なようだ。

（本人）

○ 環境のアセスメント

・学級の子どもたちには，転校してきたHANAKOさんを温かく迎え

ようという雰囲気があるが，HANAKOさんの乱暴な行動をどう理

解していいか分からず，結局けんかになってしまうようだ。

・母親は初めての場所で相談相手がいなく不安な様子。何とかし

（とりまく環境） て母親の支えになりたい。

○ 総合的なアセスメント

・検査結果からも分かるように，言葉の概念化が困難なために，

日常生活や周りの人とのやりとりにズレが出てしまい，トラブ

ルになるようである。母親も含めて周りの人たちとの理解と協

力を得ながら，支援チームを組んでサポートしていく必要があ

（総合的な・・） る。

○ 主たる課題と配慮事項

「言葉の発達を促し，落ち着いた生活を送ることができる」

・カードを使って，視覚で確認できる手だての工夫。

・指示説明は，短く簡単に。

・声かけを頻繁に，できたことに十分な賞賛を。

・学級の子どもたちの理解を促し，よい雰囲気づくりを。

（課題は・・・）
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プロフィール表
（H ・ ・ 作成） 担任名

氏名 HANAKO （女） 生年月日 年 月 日 歳 第２学年 組

K-ABC 継次処理＜同時処理 継次処理＝習得度 同時処理＝習得度
諸 WISC－Ⅲ 言語性IQ ＜動作性IQ ・下位検査評価点は，動作性検査の 絵画配列，積
検 み木模様, 絵画完成が高く，絵や形から理解する力（知覚統合）が強く，

*1査 視覚認知が良い。

*2保護者の願い ・新しい学校で友達をつくって，落ち着いて行動してほしい。
・国語や算数の学習が遅れないようにさせたい。

子どもの願い ・日直の時，朝の会の司会や号令をかけるとすっきりする。みんなに注
*3目されたい。

・休み時間は友達と一緒に楽しく外で遊びたい。
・テストは百点をとりたい。１番は気持ちがいい。

現 ・先生やお母さんに怒られたくない。

在 健 ・欠席は少なく健康である。
康 ・かむ力が弱く，偏食が目立ち，給食は残食が多い。

の 面 ・言語不明瞭

実 運 ・砂場や遊具等の外遊びが好き。
， ， 。動 ・のりやはさみの扱いは不十分だが 切り紙工作 粘土など自由な創作活動が好き

態 手 ・箸がうまく使えないが，ご飯は一人で箸で食べられる。
先

・一斉指導では，教師の指示や説明を聞いていないように見えることが多い。個別
*4学 に言葉をかけると反応する。

習 ・初めての学習や活動には消極的で友達の様子を見ていることが多いが，２，３度
態 目には一緒に参加できることが多い。
度 ・自分の考えを発表することは難しい。

国 語 ・平仮名，カタカナ，漢字の読み書きは覚えられる。視写もできる。
・絵本が大好き。紙芝居や絵本の読み聞かせは喜んで聞くが，登場人物

学 の気持ちなどを考えることは難しい。
・誤った言葉の使い方が多いが，覚えた言葉を進んで使って意欲的に文
（日記等）が書ける。

業
算 数 ・加法減法の計算は速く正確にできる。

・文章問題は場面絵があれば，立式できる。

その他の ・自由帳にはストーリー性のある楽しい絵をたくさん描いている。
教科 ・体育はゲームのルールを理解するのに時間がかかり，一緒に参加する

ためには支援が必要。

・明るく人なつっこくスキンシップが好きで教師や友達に関わりを求め
社会性・ るが，聞く話す力が十分でないために，指示が分からなかったり友達

*5情緒面等 とのやりとりにズレが出てトラブルになったりする。
・人から行動を指示されることに抵抗があり，集団生活ではストレスが

たまりやすいようだ。

「 （ ）， （ ），参考：文部科学省 小中学校におけるＬＤ 学習障害 ＡＤＨＤ 注意欠陥／多動性障害
高機能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライン（試案 」の）
様式
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アセスメントシートによる分析＞＜

アセスメントⅠ（本人） アセスメントⅡ（環境）

・日直の時，生き生きと朝の会の司会す ・保護者は新しい学校で落ち着いて生活で
聞 る姿から，注目されたいという願望が感 きるか，友達にどう思われるかを心配して
き じられる。 いる。 母親は身近に相談できる人もな*3 *2
取 また，叱られるとふくれてしまう様子 く不安な様子。専門機関を紹介するなど母
り から，注意された理由が理解できずに叱 親のサポートも検討していく必要がある。

られた嫌なイメージだけを持ちやすいの ・ HANAKOさんっておもしろいよ」等の他「
で，注意や指示を分かりやすく伝えるよ 児の声を生かして，HANAKOさんの良さを広
うに心がけていく。 めたい。

・一斉指導では教師の説明が理解できな ・休み時間は一人遊びよりも友達と一緒に
見 いため，自分勝手な行動に見えることが 砂場で遊ぶことが多いが，トラブルも目立
取 多いが，個別の言葉かけや板書による指 つ。原因はHANAKOさんが自分の思いをうま
り 示は受け入れやすい。 く言えないために誤解を招くケースが多い*4

・絵や文で自分の世界を表現したり，紙 ようだ。 発音が不明瞭なことも会話が*5
工作を作ったりする時は集中できる。 スムーズにいかない原因になっている。

・諸検査の結果では，動作を伴う検査は ・巡回教育相談からの資料に「大人とのや
読 反応が速く視覚認知に優れていたが，言 りとりはできるが友達とのやりとりは課題
み 葉を聞き取って返答する検査はつまずき だろう ，前籍校から届いた資料には「友」
取 が見られ，言葉の概念化が弱いことが分 達とのトラブルがあり指導した」とある。
り かった。視覚的な手がかりで支援するこ 友達関係に配慮しないと孤立してしまう危

とが状況把握を助けるのに有効と思われ 険性がある。HANAKOさんが学級集団にとけ
る。 込むための支援が必要である。*1

アセスメントⅢ（総合的なアセスメント）

諸検査の結果から言葉の概念化が難しいことが分かった。そのために日常会話や，やり
とりにズレが出たり指示が理解できずにみんなと違った行動をして自分勝手なふるまいに
なったりすることが増え，その結果注意を受けることが多くなっている。本人もそのこと

。 ， ， ，に困っている そこでひまわり教室での小集団学習 個別学習の場を取り入れ その中で
心の安定を図りながら，言葉の発達を促し，人とかかわる力を育てていくことが，より優
先される教育的ニーズと考えた。また，保護者，職員，他の子供達がHANAKOさんの良さ，
困り感を理解してかかわっていけるように，支援チームを組んでサポートしていく。

主たる指導（支援）課題

言葉の発達を促し，落ち着いて生活できるようにする。

指導（支援）上の配慮事項

・板書，指示カード，絵カード等を活用し，視覚で確認できる手立てを工夫する。
・指示説明は短い言葉で伝える，名前を呼んでから個別に指示するように心がける。
・小さなことでも「やろうとしてがんばった，できた」姿を認め，賞賛の言葉かけが多く

なるようにする。
・好きなこと得意なことを取り入れた学習活動を設定し，ストレスを発散し，心の安定を

図る時間と場を確保する （ひまわり教室での学習）。
・一人一人の良さを認め合える雰囲気づくりに努める （他児への働きかけ）。
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個別の教育支援計画案の作成個別の教育支援

計画案を作成

○ 教育的ニーズに応えるために，誰が・いつ・どこで・どんな

支援が可能かを書き出してみる。

○ 本人及び保護者のニーズ（ねがい）の把握

○ 支援方針の決定

○ 支援者の決定

○ 支援内容の明確化

○ 支援の場の確認

支援計画案を作る ○ 必要に応じた評価（ ）

個別の指導計画案の作成個別の指導計画

案の作成

○ 「個別の教育支援計画案」に基づき 「プロフィール表」 を，

参考にしながら，私とひまわり教室のＣ先生で「個別の指導計画

案」を作成する。

○ 「個別の指導計画」のそれぞれの項目の支援内容について，

指導計画案を作る 「学習面 「生活面 「社会性，対人関係」の長期目標を明確に（ ） 」 」

する。

課題分析によ ○ 主な指導の場である通常の学級での短期目標，手だてとひまわ

るプログラム り教室での短期目標の手だてを明確にする。

作り

課題を ○ 「課題分析」を行いながら，各領域の指導計画を立てる。

分析する
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HANAKOさんの計画づくりと支援の手順
１ 出会う（人と人としての出会い・肯定的な理解）

○ 気づき（特別な支援の必要性）

２ 集める（過去の情報の整理と新たな情報の収集） 第１回校内支援委員会
○ 過去の情報の整理
○ 本人・保護者へのアンケート
○ 観察による実態把握
○ 諸検査の実施

プロフィール表

３ 考える（収集した情報の分析） Ｐ 参照86
○ 教育的ニーズの把握
○ 教育支援計画案の作成 アセスメントシート
○ 指導計画案の作成

Ｐ 参照87
４ ともに考える（話し合いの場）

○ 支援チームによる話し合い
○ 保護者・本人との話し合い

チームアセスメント
○ 個別の教育支援計画の決定
○ 個別の指導計画の決定

第２回校内支援委員会
○ 連携による支援のために

個別の教育支援計画
○ 支援計画を受けて，授業実践につなげる計画を

個別の指導計画
○ 計画に基づいた実践

Ｐ 参照92,93
５ やって，みる（指導や支援につながる評価）
○ 通常の学級での支援

実践＞○ ひまわり教室での小集団学習における支援 ＜

○ ひまわり教室での個別学習における支援 １通常の学級で・・・
２ひまわりでの小集団で・
３ひまわりの個別指導で・

○ 支援チームによる評価
○ 本人・保護者との話し合い Ｐ 参照95,97,99

チ ー ム 評 価
○ 支援体制を活かした評価
○ ２学期の課題を明確に

第３回校内支援委員会

※２，３学期についても同様に実践と評価を行う。

６ ひきつぐ（個別の計画を，確実に引き継ぐ）
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チームアセスメント１支援チーム

（ 支援チームによる話し合い ）による検討

○ 「個別の教育支援計画案」及び「個別の指導計画案」について

支援チームで話し合う （多角的な視点）。

Ｂ先生「得意な面を伸ばして学習への意欲を持たせましょう。集団

学習への適応のステップとしてひまわり教室での通級指導

も一つの方法ですね 」。

Ｃ先生「そうですね。HANAKOさんには，人とのかかわり方のスキル

が必要だと思うから，ひまわり教室での小集団の場がよい

と思います 」。

○ 巡回相談員の○○先生の助言を受ける。

「HANAKOさんには心の安定を図りながら自信をもたせていく

ことが大切です。そのために，学級集団全体を育てていく

ことを心がけて下さい 」。

（計画案についての 私 「はい。学級の一人一人の子の良さを認め合える学級づくり

話し合い） を今年度の学級経営の目標にして，具体的な施策を考えて

みます 」。

○ 計画案の修正

（必要があれば，保護者や関係機関に問い合わせる ）。

チームアセスメント２

（ 保護者・本人との話し合い ）保護者・本人との

検討

，「 」○ 私とＣ先生と母親で個別面談を行い 個別の教育支援計画案

及び「個別の指導計画案」について話し合う。

母親 「学校でみんなと仲良く生活できることを望んでいます。も

し，トラブルを起こすことがあっても，本人がホッとでき

る場を作って頂ければと思います 」。

Ｃ先生「本校には，ひまわり教室があります。１日１時間程度ひま

わり教室に通級して，支援のための学習の場にしたいと思

いますがどうでしょうか？」

母親 「それは助かります。よろしくお願いいたします 」。

私 「わかりました。HANAKOさんには良いところがたくさんあり

ます。その良さを伸ばしていけるよう，ひまわり教室のＣ

先生と力を合わせて支援していきたいと思います 」。

○ 計画案の修正

（話し合い） 心の安定を図ることを教育支援計画の支援内容に追加する。
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第２回校内支援

第２回校内支援委員会委員会

６ 月

○ コーディネーターがHANAKOさんの「個別の教育支援計画案」に

ついて説明する。

Ｂ先生「HANAKOさんの教育支援計画を作成するに当たって，本人や

保護者の意向を十分にお聞きしました。見知らぬ土地に転

居された不安の中で，困難さを抱えるHANAKOさんを育てる

お母さんのお気持ちに添いながら，担任のＡ先生だけでな

く，私たち教師全員が関係機関とともに共有する支援計画

にしていきたいと思います。忌憚のないご意見をお願い致

します 」。

○ 私がHANAKOさんの「個別の指導計画案」について説明する。

私 「教育支援計画にもありますように，HANAKOさんの教育の場

として在籍の私のクラスの他に，ひまわり教室での小集団

学習と個別学習の時間をお願いしたいと思います。この件

につきましては，保護者との面談の際に承諾は得てありま

す。ひまわり教室のＣ先生にはHANAKOさんのコミュニケー

ションに関する課題を中心にご指導をお願いしたいと思い

ます 」。

○ いくつかの質疑応答

・集会活動や特別活動などの場面では，様々な教員がかかわるこ

とになるので 「この計画は全職員で共有すべき 」といった， 。

意見などが数多く出されていた。

（話し合いの様子） 校長 「それでは，HANAKOさんの支援を皆でそれぞれの立場から力

を合わせて行っていきましょう 」。

「個別の教育支援計画」及び

「個別の指導計画」の完成

○ 「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を校長に提

出する。

○ 「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」を保護者に渡

す。

・この計画をお渡ししたとき，お母さんはとても大切そうに扱っ

（完成したものの共 て下さった。それは私たちへの期待の表れだと感じ，身が引き

有） 締まる思いになったことをはっきりと覚えている。
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個別の教育支援計画

健康 日常生活動作 学 習 コミュニケーション 集団生活・参加 地域資源の利用

（医療を含む） 心の安定 ・地域活動

保護者及 偏食を少しで 自分で，身の 国語や算数の学習 自分の気持ちを言 落ち着いてみんな うちの子のよ

び本人の も改善したい。 回りのことがで が遅れないようにが 葉で伝えられるよう と一緒に行動してほ うな子どもの子

ニーズ きるようになっ んばってほしい。 になってほしい。 しい。友達から変な 育ての難しさを

願い てほしい。 子と思われないか心 分かってくれる

配。 人がほしい。

自己中心的な行動や友だちとのトラブル，身の回りのことが自分でできない面が目立つ。心の安定を図り，まわ

支援方針 りの友だちから孤立しないように支援していく必要がある。また，叱られることが多くて欲求不満が蓄積しないよ

うに，達成感が持てたり楽しいと満足したりできる活動の場を確保する。

支援者 主治医 通常の学級担任 通常の学級担任 通常の学級担任 通常の学級担任 特別支援教育コ

特別支援教育コ 母親 ひまわり教室担当者 ひまわり教室担当者 全職員 ーディネーター

ーディネーター 巡回教育相談員

学校側と医療 身辺自立 集団での学習がス ソーシャルスキル 他の児童への指導 母親子育て支援

支援内容 機関で情報交換 （自分の持ち物 ムーズにいくよう， トレーニング 友達の良さを認め

をする。 の整とん・着脱 国語・算数の学習へ あえる学級集団にし

・身だしなみな の意欲づけ，補充学 １日のスケジュール ていく。

食生活の改善 ど） 習を行う。 や，行事予定の確認

座席の位置の配慮

，得意なことや関心 ストレスを発散し

の強いことを生かし 心の安定を図る。 校外学習などの行

た学習の工夫 事の集団行動

支援の場 医療センター 通常の学級 通常の学級 通常の学級 通常の学級 巡回教育相談

支援機関 家庭 家庭 ひまわり教室 ひまわり教室 ひまわり教室 ○○親の会

（個別学習） （小集団活動） （小集団活動）

評 価

＊参考；茨城県立結城養護学校 個別の教育支援計画 様式Ⅱ（様式２）
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個別の指導計画
今年度の目標（長期目標） 主な指導の場

学習面 ・教師の話を集中して聞くことができる。 通常の学級

・自信を持って，楽しく取り組める学習を増やす。 ひまわり教室（個別）

生活面 ・身のまわりのことが自分でできる。 通常の学級・家庭
（学習の準備片づけ・机やロッカーの中の整とん・脱いだ服をたたむ）

・まわりの友達の様子や約束を意識して一緒に活動する （集団参加） 通常の学級社会性 。
対人関係

。 （ ）・あいさつや返事ができる （コミュニケーション） ひまわり教室 小集団

１ 学 期 の 取 り 組 み

短 期 目 標 具体的な手立て

・着席して，教師の顔を見て，話を聞くことがで ・板書，指示カード，絵カード等，視覚で確認学習面
きる。 （通常の学級） しながら教師の話を聞くようにする。個別に言

葉かけをし注意を促す。

。・絵本を読んだり，絵日記を書いたりすることを ・紙芝居や絵本の読み聞かせタイムを設定する
楽しむことができる （ひまわり教室）。

・絵が好きなので，絵を描いてから文を書く絵

日記を継続課題とする。

・教師の言葉かけで，自分の持ち物を所定の場所 ・その都度決められた場所に自分で片付けがで生活面
に自分で片付ける （通常の学級） きているか見守る。できたら賞賛する。。

・ルールや役割を意識して，簡単なゲームに参加 ・ゲームなどを始める前には，約束や役割分担社会性
できる （通常の学級・ひまわり教室） を短い言葉で提示して確認する。。

・授業の終末には自分のがんばりを意識できる
よう賞讃の言葉かけをする。

・声をかけられれば，あいさつを返すことができ ・あいさつリレー，あいさつじゃんけん等で，対人関係
る。 あいさつの練習をする。教師の方から明るくあ

いさつをする。

・休み時間に 友達と仲良く過ごすことができる ・大好きな砂場遊び，図書室の利用のしかたの， 。
約束カードを作成し，支援する。

指導と評価 来学期の指導の方向性
（変容と課題・手立ての有効性）

参考：文部科学省「小中学校におけるＬＤ（学習障害 ，ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害 ，高機能自閉症の児） ）
童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライン（試案 」様式）
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やって，みる（指導や支援と明日につながる評価）

中心となる

ことばの発達を促し，個別の教育目標

落ち着いた生活を
おくるために

当面の課題とな

る問題の概要

・HANAKOさんは，ことばを理解することに困難さがあり，教師

の説明や指示を聞き取れなかったり，友達とのやりとりにズ

レが出たりすることでトラブルになり，かんしゃくを起こす

ことがある。

支援の実際１

計画に基づいた支援１
通常の学級における支援

○ 通常の学級における支援の実際

〈ねらい〉

・みんなと一緒に同じ活動や課題に取り組めた経験を重ねる。

（自己有能感を高める）

〈手だて〉

・指示は言葉だけでなく視覚的にとらえられるようにする。

・注意が向くように全体の中でも言葉かけをまめに行う。

・学習の見通しがもてるように，視覚的な配慮をする。

・ルールは分かりやすいように精選する。

・座席の位置を配慮する。

・できたときにはすぐに賞賛し，自信を持たせる。

（通常の学級での ○ 通常の学級における支援に対する評価と改善

支援の実際） （形成的評価と指導方法の改善）
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【通常の学級 体育 】

HANAKOさんの本時の目標

○しっぽとり鬼では，しっぽをとられても怒らずに最後まで参加する。

○折り返しリレーでは，自分の順番を守って力いっぱい走ることができる。

学習活動・内容 教師の支援・評価

１ 集合，整列，あいさつをする。 ＊自分から整列できていたら個別に声をかけて

， 。賞賛し 本時の学習への参加意欲を引き出す

２ 学習課題を確認する。

ルールを守り，力いっぱいゲー ＊話し手に注目して聞けるように，鬼遊びとリ

ムをしよう レーの場面絵カードを見せながら確認する。

３ しっぽとり鬼をする。 ＊HANAKOさんを前に出してルール説明をする。

・リズミカルな音楽をゲーム時間の合図とし，

＜しっぽとり鬼＞ 楽しく活動できるようにする。

50ｃｍ程度のスズランテープを ＊しっぽを取られても怒らないで鬼遊びを続け

ズボンにはさみ，そのしっぽを取 ることを個別に言い聞かせ励ます。

り合う。自分のしっぽを取られて 評 ルールを守って，最後までしっぽとり鬼に

。 （ ）も，音楽が止まるまで続ける。 参加できたか 観察

４ 折り返しリレーをする。 ＊HANAKOさんが折り返しリレーのやり方を理解

して参加できるように，１回目はペアで手を

ペアで手をつないで走る つないで走るルールとする。

↓ ・自分の順番でない時は座って応援するように

一人ずつ走る 促す。

↓ ＊走る順番はHANAKOさんは３，４番目とし，前

話し合い（作戦） の友達の様子を見てから走るようにし，見通

↓ しが持てるようにする。

一人ずつ走る ＊列から離れそうなときは，チームメイトから

HANAKOさんへ言葉かけをするように促す。

５ 学習のまとめとふり返りをする。 ・速かったチームだけでなく，最後まで頑張っ

ていたり，協力していたり，応援をしっかり

行っていた姿を賞賛する。

＊HANAKOさんを優しくリードできた児童がいた

ら，その優しさを賞賛する。

＊HANAKOさんが友達と一緒に頑張れたことを賞

賛する。

評 順番を守り，リレーを楽しむことができた

か。 （観察）

＊対象児HANAKOさんへの支援の手立て
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支援の実際２

計画に基づいた支援２
ひまわり教室での小集団学習

○ ひまわり教室における小集団学習での指導

通常の学級での学習と個別学習の間

の少人数によるステップ学習

〈ねらい〉

・小集団の場で，教師の話を集中して聞くことができる。

（ ， ）聞く態度 聞き取る力の育成

・教師や友達と一緒に活動する楽しさ，心地よさを味わう。

（ ）集団活動への適応

・ルールや約束を守って活動する。

・自分勝手に動くことをがまんして，相手に合わせて活動するこ

。 （ ）ともできる ソーシャルスキルの獲得

・みんなと一緒にできた，役割を果たせた喜びを味わう。

（成功体験の場）

・ やらせて 「教えて」等の要求を言葉で伝えられる。「 」

（コミュニケーションスキルの獲得）

・体験的な活動を通して社会生活に役立つ力を伸ばす。

〈手だて〉

・視覚的な手がかりを用意する （絵カード，文字カード）。

・授業の始めに活動内容や順序を伝える。

・始めと終わりを明確にし，見通しが持てるようにする。

・良い面をどんどん賞賛し，励ます。

（小集団学習での指

導の実際）

○ ひまわり教室における小集団学習での指導の評価と改善

（ 形成的評価と指導方法の改善 ）

（評価のためのケー

ス会議）
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【ひまわり教室での小集団活動】

HANAKOさんの本時の目標

○板書や文字カードを見ながら，教師の話や指示を聞くことができる。

○友達と一緒にハンドベルの演奏に参加し，自分の担当している音を奏でることができる。

○体を動かして友達と一緒に遊ぶ心地よさを感じることができる。

学習活動・内容 教師の支援・評価

１ 始めのあいさつをする。 ・元気にあいさつをし授業開始を意識できるようにする。

２ 簡単な会話をする。 ・ネームカードを提示しながら呼名をする。質問に対して返答

呼名・返事 日付 天気等 できたら賞賛する。

３ 本時の学習内容とめあてを確 ＊本時の活動を順番にホワイトボードに提示して伝え，活動に

認する。 見通しが持てるようにする。今やっている活動が何か見て確

なかよくいっしょにやろう かめられるようにするため，矢印カードを貼る。

４ ハンドベルで「きらきら星」 ・自分で担当する音のハンドベルを自分で用意して，決められ

を演奏する。 た場所に整列できるか見守る。

。＊HANAKOさんが自分から準備できていたら大いに賞賛し励ます

＊HANAKOさんが違うところで音を出してしまう場合は，正しい

音を耳から覚えられるように隣について支援する。

評 みんなと一緒に友達の音に耳を傾けながら，自分の音を出

。 （ ）すことができたか 観察

５ 大きな布で遊ぶ。

（１）遊びの約束を聞く。 ・始めに布のつかむ箇所を絵図で確認する。息を合わせて動か

（２）遊び方を工夫する すことがポイントであることを伝えておく。

・上下に動かす

。・布の中に入る，くぐる ・みんなでかけ声をかけながらできるよう教師がモデルを示す

・布の上にボール，風船な

どをのせる ・息を合わせて布を上下して布をふくらませることができた時

・一斉に手を離して飛ばす には喜びと賞賛の言葉かけをする。

２人組・４人組で

＊HANAKOさんがふざけてわざと布を手放す場合は，くぐったり

。（３）片付けをする ボールをのせたりするなど遊び方を切り替えるよう助言する

＊児童同士のトラブルがあった場合には，話を聞き，活動に戻

。 ，れるよう言葉かけする HANAKOさんがひどく興奮する場合は

落ち着くまで待つ。

評 十分体を動かしたり声を出したりして，布遊びを楽しむこ

。 （ ）とができたか 観察

６ 活動を振り返り，感想を発表

する。 ・ がんばった 『楽しかった 『できた』の文字ペープサートを『 』 』

手がかりとして，一人一人反省が言えるように促す。

７ 終わりのあいさつをする。 ・自分のがんばりを意識できるように賞賛する。

・あいさつをすることで学習と休み時間のめりはりをつける。

＊対象児HANAKOさんへの支援の手立て
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支援の実際３

計画に基づいた支援３
ひまわり教室での個別学習

○ ひまわり教室における個別学習での指導

教師と１対１での学習の場でこそ，できること

〈ねらい〉

・ストレスを発散し情緒の安定を図る。

・１対１での会話で，聞く力・話す力を伸ばす。

・得意なことを伸ばす。自信をつける。

・通常の学級での学習のつまずきを補充する。

〈手だて〉

・HANAKOさんの思いを十分に聞く。受け入れる。

（時間の確保・教師も心のゆとりを持って）

・HANAKOさんの得意なこと，好きなことを活かした学習内容，学

習活動の設定

（自信の回復・集団学習への準備）

（学習活動の例）

１ あいさつ

２ お話タイム

（ ， ， ）３ 聞く・話す学習 カルタ スリーヒントクイズ なぞなぞ

４ 絵日記

５ リクエストタイム

６ がんばったことの振り返り

（個別学習での指導 ７ あいさつ

の実際）

○ ひまわり教室における個別学習での指導の評価と改善

（ 形成的評価と指導方法の改善 ）

（指導の改善）
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【ひまわり教室での個別学習】

HANAKOさんの本時の目標

○教師と１対１での聞く話す遊ぶ等の活動を通して，心と体の緊張を和らげ，落ち着いて楽し

く活動できる。

○迷子の特徴を表す言葉に気をつけて，聞いたり話したりできる。

学習活動・内容 教師の支援・評価

１ あいさつと簡単な会話をする ＊視線を合わせてあいさつができるよう対面して立ち，元気。

・あいさつをする。 よくあいさつができるようにする。

・月日・曜日の確認をする。

・お話タイム（自由会話） ＊自由に話すことで満足感が得られるよう，相づちを打ちな

がら共感して聞くようにする。

２ 本時の学習を確認する。

＊見通しを持って取り組めるように，ホワイトボードに学習

の順序を書いて確認する。

３ 迷子さがしゲームをする。

（１）遊園地の場面絵を見て， ＊国語の教科書の迷子さがしの挿し絵は，拡大掛け図を使用

指示された迷子を捜す。 する。

（聞き取りゲーム）

「まいごはどこかな？」 ＊迷子のアナウンス（教師の読み聞かせ）をする前に，聞き

「よく聞いて見つけよう 」 取りポイント（性別や洋服の色などの特徴に注意する）を。

伝えておく。

（ ） 。２ 迷子のアナウンスをする

＊迷子の特徴が曖昧な場合は 「何色の洋服の子ですか」等，

「○の服を着て，右手に○をも と聞き返し，人物の特徴となる言葉を意識できるようにす

っている男の子です。 る。

どこにいるか捜して下さい ＊自分で問題を考えて教師に答えてもらう活動に意欲的な児。」

童なので，教師と役割を交代して，迷子さがしゲームを十

分楽しめるようにする。

， 。評 人物の特徴に気をつけて 迷子さがしゲームができたか

（観察）

４ 絵日記を書く。 ＊絵日記は毎回，継続課題としている。HANAKOさんの「書き

たい」という想いを大切にし，内容についての指示は差し

控える。書き終わった絵日記は一緒に読み，HANAKOさんの

気持ちが表現されているところを賞賛する。

５ リクエストタイム 自由遊び ＊HANAKOさんが選んだ遊びを一緒にして，人と遊ぶ楽しさを（ ）

をする。 味わえるようにする。

＊がんばったところを賞賛し，次時への学習への意欲づけを

６ 学習の振り返りをする。 する。

評 楽しく個別学習に取り組み，心の安定を図ることができ

７ 終わりのあいさつをする。 たか。 （観察）

＊対象児HANAKOさんへの支援の手だて
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ふりかえる（実践の評価と報告・改善）

個別の指導計画の評価と指導計画の評価

２学期の課題

○ 担任の私，ひまわり教室のＣ先生がそれぞれかかわった部分に

ついて評価する。

・学習の様子（できるようになったこと・支援が必要なこと）

・学習につまずいたときの教師の働きかけ

・具体的な手だての有効性

（１学期の指導を振

（支援チームによる評価）り返り評価する） チーム評価１

○ HANAKOさんの「個別の指導計画」の評価について話し合い，

２学期の課題を明らかにする。

私 「ひまわり教室から戻ってくると，いつもにこにこ顔で『た

だいま』って言うのよ。その後は落ち着いて学習できるか

ら，４月の頃に比べて私も注意することが減ってよかっ

たわ 」。

（支援チームによる Ｃ先生「ひまわり教室での学習では絵日記が大好きなので，毎回続

評価） けて書くようにしたの。書きたいことがどんどん思いつく

からすごい。二学期は紙芝居作りとかやらせようかな 」。

私 「HANAKOさんのがんばっている姿をみんなに認めてもらいま

しょう 」。

（本人・保護者との話し合い）チーム評価２

○ 個別面談で「個別の指導計画」の評価と２学期の課題について

話し合う。

母親 「４月は，転校してきたばかりで友だちもいなく，一人でテ

レビゲームばかりしていましたが，ひまわり教室のお友だ

ちや数人の友だちと遊ぶようになってほっとしています。

（本人・保護者との 担任の 先生とＣ先生が来てくれたので，子ども会の行Ａ

チーム評価） 事に無事参加できました。そのことが特にうれしかったん

です 」。
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（１学期の評価と２学期の指導の方向性を記入）個別の指導計画
今年度の目標（長期目標） 主な指導の場

学習面 ・教師の話を集中して聞くことができる。 通常の学級
・自信を持って，楽しく取り組める学習を増やす。 ひまわり教室（個別）

生活面 ・身のまわりのことが自分でできる。 通常の学級・家庭
（学習の準備片づけ・机やロッカーの中の整とん・脱いだ服をたたむ）

・まわりの友達の様子や約束を意識して一緒に活動する （集団参加） 通常の学級社会性 。
対人関係 ・あいさつや返事ができる （コミュニケーション） ひまわり教室（小集団）。

１ 学 期 の 取 り 組 み
短 期 目 標 具体的な手立て

・着席して，教師の顔を見て，話を聞くことがで ・板書，指示カード，絵カード等，視覚で確認学習面
きる。 （通常の学級） しながら教師の話を聞くようにする。個別に言

葉かけをし注意を促す。

。・絵本を読んだり，絵日記を書いたりすることを ・紙芝居や絵本の読み聞かせタイムを設定する
楽しむことができる （ひまわり教室） ・絵が好きなので，絵を描いてから文を書く絵。

日記を継続課題とする。

・教師の言葉かけで，自分の持ち物を所定の場所 ・その都度決められた場所に自分で片付けがで生活面
に自分で片付ける （通常の学級） きているか見守る。できたら賞賛する。。

・ルールや役割を意識して，簡単なゲームに参加 ・ゲームなどを始める前には，約束や役割分担社会性
できる （通常の学級・ひまわり教室） は短い言葉で提示して確認する。。

・授業の終末には自分のがんばりを意識できる
よう賞賛の言葉かけをする。

・声をかけられれば，あいさつを返すことができ ・あいさつリレー，あいさつじゃんけん等で，対人関係
る。 あいさつの練習をする。教師の方から明るくあ

いさつをする。
・休み時間に 友達と仲良く過ごすことができる ・大好きな砂場遊び，図書室の利用のしかたの， 。

約束カードを作成し，支援する。

指導と評価 来学期の指導の方向性
（変容と課題・手立ての有効性）

・ひまわり教室での学習を楽しみにしている。通級の後は教 ・ひまわり教室では絵と文で表現することが好
室でも落ち着くようだ。絵本の読み聞かせやカルタ等は集中 きなことを生かして，お話作り（紙芝居製作）
して聞いている。絵日記は大変意欲的だ。 を課題にする。

・漢字や計算の力がついた 家庭学習も継続して取り組んだ ・家庭学習は継続できるよう励ますが，負担に。 。
がんばりシールを喜ぶ。 感じる量にならないよう母親と相談する。

・教師がそばで見守っていれば片付けるが，目が届かないと ・整頓された机やロッカーの絵カードを教室に
きは乱雑になり，落とし物がある。 掲示する。学級全体で片付けタイムを設けて，

その中でHANAKOさんも整理整頓できるように促
・ならんで順番を待つことができるようになってきた。 す。

・学級全体が落ち着かなかったり他の子がわがままを言った ・グループ学習では，グループメンバーに配慮
りするのを聞くと，つられてしまう。まわりの友達の影響を する。役割をはっきりさせて，HANAKOさんが活
受けやすい。グループ学習は個別支援が必要。 動から離れないようにする。

・２年２組でのTT指導の時間を組み入れる。
・休み時間には，なかよく一緒に遊ぶ友達ができた。友達の
名前もだいぶ覚えている。トラブルも減ってきた。 ・HANAKOさんに対して公平に優しくかかわって

いる他児を賞讃し，まわりの子を育てていく。
・自分からいろいろな人に話しかけることが多くなった。発
音がはっきりしない点を改善できるとよい。 ・ 教えて 「やらせて 「やめて」などの言葉で「 」 」

気持ちを伝えられるように促していく。
参考：文部科学省「小中学校におけるＬＤ（学習障害 ，ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害 ，高機能自閉症の児） ）

童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライン（試案 」の様式）
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第３回校内支援

第３回校内支援委員会委員会

夏 休 み

○ HANAKOさんの１学期の支援・指導について，個別の指導計画の

評価をもとに報告する。

私 「転校してきた４月当初に比べると，友だちとのトラブルは

少なくなりました。休み時間も何人かの友だちと砂場遊び

をして楽しいようです。ひまわり教室に通級するようにな

ってからだいぶ落ち着いて，一番が好きなHANAKOさんが，

待つこともできるようになったんですよ 」。

学年主任のＤ先生「遠足のバスの中でHANAKOさんがなぞなぞを出し

てとても楽しそうに活躍していました。クラスのみんなも

HANAKOさんのことを温かく見守っているようですね 」。

○ HANAKOさんの２学期の課題とその方法について検討する。

Ｃ先生「ひまわり教室では個別・小集団の２パターンで支援しまし

た 『教えて 『やらせて 『やめて』などの言葉を言わず。 』 』

に行動するために，相手を驚かせてしまう場面が多いよう

に感じました。２学期は自分の気持ちを伝えられるように

していく手だてを考えたいと思います 」。

私 「HANAKOさんがたくさん話しかけてくるようになった分，発

音の不明瞭さが気になります。言葉の指導は受けられませ

話し合いの様子 んか 」（ ） 。

Ｂ先生「○○小の言葉の教室の先生に相談してみましょうか。私が

教育支援計画 連絡を取りましょう 」。

の評価 校長 「HANAKOさんについては，皆さんの協力により，行動の改善

が見られてきましたが，巡回相談員の先生にお伺いして今

後の支援方法を考えましょう 」。

※ ２・３学期についても同様に行う。

ひきつぐ（個別の教育支援計画及び個別の指導計画

を確実に引き継ぐ）

○ プロフィールの見直し

○ 個別の教育支援計画を見直し，引き継ぎ資料をまとめる。
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Ｃ先生「HANAKOさんもずいぶん落ち着いてきたわね。４月の頃はち

ょっと心配だったけれど，先生方の協力のおかげね 」。

私 「そうですね。私も初めのうちはHANAKOさんの悪いところば

かりが見えてしまって，叱ってばかりでした。何をしたら

いいかわからなくて・・・。でも，Ｃ先生や巡回相談員の

職員室での 先生のお話を聞いたりHANAKOさんの特性をきちんととらえ

ひとコマ ることで，見方が違ってきたんです。HANAKOさんの立場に

立って考えて対応するうちに，お互いが良い関係になって

きたんじゃないかな 」。

Ｃ先生「そこに気がつくことが大事なんじゃない。HANAKOさんだけ

でなく他の子への見方も変わってきているのかも 」。

私 「それは，私だけでなく子どもたちにも言えることだと思う

んです。HANAKOさんが学級の中で楽しく活動できるのは，

周りの友だちがHANAKOさんを温かく見守って支援してあげ

るからだと思うんです。HANAKOさんは学級の中で，友だち

に育てられている気がします。私の力より友だちの力の方

が大きいんじゃないかな 」。

Ｃ先生「そういう雰囲気の学級づくりが大切なのよね。HANAKOさん

は２年２組で育っている部分はとても大きいと思うわ 」。

私 「先日の授業参観の時に，お母さんがHANAKOさんが休み時間

にお友達に遊びに行こうと声をかけられて外に出て行く姿

， 。 ，を見てうれしかったと 話してくれたんです お母さんも

みんなとHANAKOさんが仲良くなれて，とても喜んでいまし

たよ。私たちもHANAKOさんや子どもたちから学ぶところが

。 ， 。」たくさんあります 私 HANAKOさんを担任してよかったわ

Ｃ 先生「これからもみんなで協力して，支援していきましょう 」。
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よ み ト リ

読み取り

る子どもの情報を正しく読み取

発達検査や知能検査など，標

準化された「検査」の結果や過

去の指導記録などの情報を読み

取ることである。

子ども理解のために正しく読

力をみがきたい。み取る
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アセスメント事例 Ⅱ（特別支援学校 ）[ ]仮称

（TAROさんのアセスメントと支援の実際）

TAROさん（仮名）は特別支援学校( )小学部２年生の男の子で仮称

す。手先が器用で笑顔のかわいいTAROさんですが，まわりの人と

のコミュニケーションをとることや，行動の切り替えをすること

が苦手で，時々かんしゃくを起こしてしまうことがあります。

特に，この春から父親が単身赴任となったため，母親の負担が

増し，朝のしたくがうまくいかずに，登校できないことが目立っ

てきました。そこで，担任ＡとＢは，かんしゃくの原因を探り，

校内外の人々とともに，TAROさんを支えることで，行動の改善を

図ることができるのでは，と考えました。

このモデルケースは，担任ＡとＢが，TAROさんとその保護者を

支えるために，特別支援教育コーディネーターの協力を得ながら

校内の支援体制と地域の支援システムを連動して，TAROさんの理

解と支援に取り組む様子を，個別の教育支援計画と個別の指導計

画づくりの手順に沿ってまとめたものです。
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モデルケース２

「特別支援学校( )におけるアセスメ仮称
ントと支援の実際」

出会う（人と人としての出会い・肯定的な理解）

出会い
○ 特別支援学校（仮称）小学部２年生のTAROさんは，笑顔のかわ

。 ，いい活発な男の子である 入学当初はとまどいもあったようだが

１年経って学校生活にも慣れたせいかできることも増え，落ち着

いた生活を送ることができるようになってきた。

しかし，時折まわりの人とのコミュニケーションが取れないこ

とで，かんしゃくを起こすことがある。そこで，関係者とともに

かんしゃくの原因を探り，TAROさんが，より楽しく充実した学校

（TAROさん） 生活を送ることができるような方法を考えていきたいと思う。

○ １年生のときにお会いしたTAROさんのお母さんは，初めての特

別支援学校（仮称）に対する不安が感じられたが，前担任がTARO

さんにとってよりよい教育を行うパートナー同士として協力して

きたことで，その不安を取り除くことができたようである。

現在の悩みは，仕事の関係もあってTAROさんの登校をうまく援

助できずに，学校を休ませることがあったり，意思が伝わらない

ことでTAROさんがかんしゃくを起こすことであるという。

（お母さん）

○ TAROさんの就学前の様子を知りたいと思い，コーディネーター

のＤ先生に相談してみた。Ｄ先生から，お母さんが何かと頼りに

している○市社会福祉協議会のＣさんを紹介していただいた。

早速連絡をとったところ，来週の水曜日にお会いし，情報交換

。 。をすることになった 今後も続けて連携できたらいいなと思った

（コーディネーター

のＤ先生）
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特別支援学校( )の校内支援体制システム○○ 仮称

コーディネーターのＤ先生

個 別の 教 育

支援計画

個 別の 指 導

計画

作成

個別 の 教 育

支援計画

個別 の 指 導

計画

作成

個 別 の 教育

支援計画

個 別 の 指導

計画

作成

小学部
コ ー デ ィ ネ
ーター

高等部
コ ー デ ィ ネ
ーター

中学部
コ ー ディ ネ
ーター

総合支援プロジェクトチーム

学校（運営委員会）連携ネットワーク

関係機関

外部関係諸機関との連携を要するケース

担 任

児 童

担 任 担 任

生 徒 生 徒

保護者 保護者 保護者

私たちの○○特別支援学

校( )では，小・中・高それ仮称

ぞれの学部に複数のコーディ

ネーターがいます。私たちコ

ーディネーターは，担任の先

生方と一緒に個別の計画を立

てたり，ケース会議に参加し

たりしていますが，必要に応

じて他機関との連携の橋渡し

もしています。

学校全体で考えなくてはい

けないケースについては，コ

ーディネーターによる総合支

援プロジェクトチームで検討

しています。

私はコーディネーターの取

りまとめ役をやっていて，福

祉協議会のＣさんもよく知っ

ているので，担任のＡ先生に

紹介しました。
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集める（過去の情報の整理と新たな情報の収集）

過去の情報 ○ ４月の担任発表とともに，TAROさんの前担任との引き継ぎを行

の整理 う。

・個別の教育支援計画や個別の指導計画を含めた｢個人ファイル｣

をもとに，TAROさんの大切なデータを預かった。１年間のTARO

さんの成長とそれを支え合った人たちの努力の足跡がよくわか

る資料ばかりだ。私も副担任のＢ先生と一緒に何とかTAROさん

の良さを伸ばして行きたいと強く思った。

○ ○市社会福祉協議会のＣさんとの情報交換

Ｃさんの話から

・TAROさん親子との出会いは，TAROさんが保育所の年中さんのと

きでした 巡回育児相談の先生の紹介で私どもの行っていた 早。 「

期療育教室」にいらっしゃいました。TAROさんは広汎性発達障

害があり多動傾向なので，お母さんも子育てに悩んでおられた

(引継ぎ･情報交換) ようなので，何かと相談にのらせていただいております。

個別の教育支援計画Ａの追加・変更個別の教

育支援計画

Ａ

個別の教育支援計画Ａは，児童生徒の生育歴や障害や健康の状況

など基礎的な情報を１枚のシートにまとめたものである。

○ 過去の情報を整理して，昨年度の担任から引き継いだ「個別の

教育支援計画Ａ」の追加・変更を行う。

・２年生になり，この春からTAROさんの父親が単身赴任をするこ

とになった。仕事のあるお母さんにとっては，子育ての負担が

大きくなってしまった。この家庭環境の変化は，TAROさんにと

（個別の教育支援計 っても大きな影響があるものと思われる。

画Ａの追加・変更）

○ 年度初めの保護者会を実施する。

保護者への説明 ・ 個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」の説明。「

と協力依頼 ・ 保護者のねがい」のアンケートや諸検査の説明をして，その「

協力依頼と実施の承認を得る。
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個別の教育支援計画A
氏名 性別 生年月日 S・ H ○年○月○日TARO ○ ○男

転入学年月日 平成 ○年 ○ 月 ○ 日 小学部 ○ 年 入学

療育手帳 程度 [ ＊＊＊ ] 手帳番号 [ ＊＊＊ ] 交付年月日 [ ＊＊＊ ]○有
身障者手帳 程度 [ ] 手帳番号 [ ] 交付年月日 [ ]○無

主障害 知的障害 （広汎性発達障害） 他の障害

胎生期： 福 福祉歴：

生 出産期： 祉 教育暦：

乳幼児期： 首のすわり― 歴 ○○保育所

生 歯－ ・ 相談歴：

育 ４つばい － 教 ○○市早期療育システム療育相談

発 語－ 育 ・広汎性発達障害と診断

座 位－ 歴

歴 歩き始め － ・

相

談

歴

家族構成 父，母，姉，妹，弟，祖母

家庭環境 ・父親は家族を大事にし，子どももかわいがるが今年の４月から単身赴任中である。

・母親は祖母の介護や２才の次男の世話が忙しい。

・自分の思った通りにできないと，かんしゃ ・歯痛，腹痛，気分の悪さを訴えることが

障 くを起こすことがある。 身 多い。

・拒否反応を示しても，一度納得してしまえ 体 ・肌が弱く，かゆがることが多い。

害 ば，それ以降は受け入れ行動することがで ・ ・虫歯が多い。

きる。 健 ・鼻血を出すことがある。

の ・発語は年に数語程度で殆どみられないが， 康

言われたことを理解して行動することがで 状 通院歴：

状 きる。 況 なし

・自分の要求や意思を行動で示し，相手に伝

況 えることができる。

・軽いこだわりがみられる。

・視覚的に捉える能力，作業力が高い。

（ ）発 作 ・有(回数：月・日 回ぐらい) 服 薬 ・有１日回○ ○無 無

病院名 なし 薬品名 なし

主治医 なし 服薬量

＊参考：茨城県立北茨城養護学校「個別の教育支援計画記入の手引き」様式
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観察による ○ ８領域に関する観察

実態把握

＜ 健康・身体 ＞：身体機能や健康管理に関すること

＜基本的生活習慣＞：衣服，排泄，食事や清潔 〃

＜ 言語・数量 ＞：読み書き計算など言語や数量 〃

＜ 社 会 性 ＞：きまり，対人関係，余暇活動 〃

＜ 情 操 ＞：音楽や造形 〃

＜ 作 業 ＞：家事，清掃，働くこと 〃

＜ 運 動 ＞：運動，持久力や筋力など体力 〃

（ 観 察 ） ＜ 行動・特徴 ＞：意欲やこだわりなど行動特徴 〃

○ Ｓ－Ｍ社会生活能力検査の実施

諸検査の実施 ・Ｓ－Ｍ社会生活能力検査は，社会生活に必要な基本的な生活能

力の発達を明らかにするための検査で，校内の全児童生徒を対

象に毎年，実施しているものである。

○ 太田のステージのための言語解読能力テストの実施

・コミュニケーションに課題のあるTAROさんの計画を立てるにあ

たって，コミュニケーションに必要な力の発達のレベルをみな

くてはならない。太田のステージ評価のための検査は，自閉症

児を主な対象としたもので，比較的簡単に検査ができるので，

（検査の実施） 保護者の許可を得て，実施してみることにした。

考える（収集した情報の分析）

プロフィール表の作成プロフィール

表の作成

プロフィール表は，児童生徒の実態について８領域の観察や標準

検査の結果，本人（保護者）のねがいなどをまとめたものである

アンケート ※Ｐ 2「プロフィール」シート参照11
の分析 ○ 本人（保護者）のねがいの分析

保護者のねがい 本人のねがい

（生活面） （好きなこと）

・スクールバスに乗せたい。 ・はさみと紙で工作するこ

（学習面） と

・言葉を伝えられるようにしたい。 ・テレビを観ること

○ 過去の情報や新たに収集した情報を分析し「プロフィール表」

に整理する。
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「アセスメントシート」の活用アセスメント

の実施

○ 「アセスメントシート」を活用して特別支援教育のアセスメ

ントを行う。

アセメントの実施 ○ 本人のアセスメント（ ）

・手先が器用で，はさみと紙を上手に使って好きなキャラクタ

ーのバイキンマンを作ったり，テレビ視聴を楽しむことがで

きる。しかし，工作やテレビを途中で切り上げることが困難

で時々，かんしゃくを起こすことがある。

・コミュニケーションの力が不足しているために，友だちとト

ラブルになったり，見通しがつかないことで不安になったり

（ 本人は・・ ） することがある。

○ 環境のアセスメント

・父親が単身赴任となり，母親の負担が増している。特に朝の

スタート時は，子どもが多いこともあって，TAROさんまで手

がまわらないようである。

・社会福祉協議会のＣさんの存在は，母親の大きな支えとなっ

ている。今後連携していくべきキーパーソンと考えられる。

（ 環境は・・ ）

○ 総合的なアセスメント

・Ｓ－Ｍ社会生活能力の検査からは，身辺自立や作業領域に較

べて，意思交換や集団参加に弱さがあることがわかる。この

コミュニケーションの困難さがさまざまなトラブルの原因と

なっているようだ。太田ステージでは「シンボル機能の芽生

え」段階であるステージⅡにあたるので，コミュニケーショ

（総合的に・・） ンの基礎をつくるための課題に取り組むことが求められる。

また，社会福祉協議会のＣさんとともに母親も支えていく

ことが重要である。

○ 主たる指導（支援）課題と配慮事項

・優先的な課題は，朝のスタートがスムーズに行えることであ

るが本人へのアプローチと合わせて母親支援も考えていかな

くてはならない。TAROさんへの支援には視覚的な補助が，母

親にはＣさんとの連携が必要となるであろう。

（ 主たる課題 ）
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〈プロフィール表〉

平成 ○ 年度 小学部 ２ 年 ○ 組 氏名 ＴＡＲＯ

項目 実 態

身体 ○健康・管理 ：虫歯が多く，歯の痛みから給食が進まないことがしばしばある。

健康 ：腹痛を訴えたり，ゲップがでることが頻繁にみられる

基 ○衣服：衣服の着脱や衣服をたたむなど，基本的身辺自立ができているが，シャツのすそ

本 が出ていることがある。

的 ○食事：箸の下の方を持つが，持ち方は上手で細かく切った食物でも上手に掴むことがで

生 きる。

活 ：食事の際，椅子の上に立ちひざで，食器を持たずに食べたりすることがある。

， 。習 ○清潔：石鹸で手を綺麗に洗ったり 布巾でテーブルを隅々まで綺麗に拭くことができる

慣

言 ○言語：表情やジェスチャー，カードを用いて意思を伝えようとする。数語の発語がみら

*1語 れる。指示理解力も高い。

・ ：文字に興味を持っており 「終 「つづく 「ＮＨＫ 「ＳＯＮＹ」等，自分の目にし， 」 」 」

数 た文字を書いて教師に見せたり，書いた字を読んでもらったりすることを好む。

量 ○数量：教師と一緒に５までの数の具体物を数えることができる。

*2○通学：スクールバスに乗り遅れることがあり，遅刻が多い。

社 ○対人関係：教師に対して，要求を伝えたり，意思を伝えたりしようとする態度が見られ

会 る。

性 ：友達と手をつなぐことができる。友達同士のかかわりも数回みられたが，教

師とのかかわりが多い。

：学習時の挨拶は意識してできるが 「おはよう 「さようなら 」等の挨拶を自， 。」 。

分からしようという意識は薄い。

情 ○音楽： アンパンマン」や「いないいないばあ」の歌を好む。「

操 ：音楽に合わせて体を動かしたり，楽器を叩いたりすることができる。

*3○造形：自分の描きたいものをイメージを持って描くことができる。

， 。○手指：紙を１～２ｍｍ程度に切り セロテープで貼ったりして作品を作ることができる

：はさみと紙で工作することを好み，自分の好きなキャラクターを作り，教師に見

作 せて作品を作った喜びや理解してもらえた喜びを共有して楽しむ。

業 ：活動に見通しが持てると，自分から積極的に活動に取り組むことができる。

○清掃：雑巾がけをすることができる。

○運搬：教師が声かけをすれば，一人で机・椅子を持ち上げて運ぶことができる。

運 ○運動：アスレチック遊具で綱を伝って上り下りすることができる。

動 ：ボールを５回ぐらいつくことができる。

：グラウンドを一人で５周走ることができる。

自 ○外遊びが大好きで，活動的である。特に追いかけっこやブランコが大好きである。

立 ○はさみを使って工作することが好きで，手先が器用である。

活 ○新しい物・体験には拒否反応を示すが，一度体験すると受け入れ，次回からは一人でで

動 きる。軽いこだわりがある。

○家庭では，母親が忙しいため本児に目が届かないことがあり，気付かぬうちに，夜に家

を出て行くことがある。

*4○家庭での過ごし方について，社会福祉協議会との連携を図っている。

*5本人・保護者の願い ○スクールバスに乗せたい。本人の要求が分かるようになりたい。

ステージ Ⅱ太田のステージ評価

*6Ｓ－Ｍ社会生活能力検査 身辺自立や作業領域に比べ，意志交換や集団参加に弱さがある
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＜アセスメントシートによる分析＞

アセスメントⅠ（本人） アセスメントⅡ（環境）

聞 ・朝見たいテレビや工作（バイキンマンの切り ・家庭での過ごし方について，社会福祉協議

き 絵等）をやっていたい。次の活動への切り替 会との連携を図っている。

取 えがうまくいかない。 ・家庭では，母親が忙しいためTAROさんに目*3

り が届かないことがあり，登校の習慣をうま

*5く伝えられない。

・スクールバスに乗れずに，１０時３０分頃登 ・母親や兄弟はTAROさんに対して思いやりを

校することが多い。 もって接しているが，有効なコミュニケー*2

見 ・活動に見通しがもてると，自分から積極的に ションの手だてが見つからない様子。

取 活動に取り組むことができる。 ・朝の忙しさと，スクールバスに乗せる時間

り ・表情やジェスチャー，カードを用いて意思を が重なっている。父親は単身赴任中で，兄

伝えようとする。数語の発語がみられる。指 弟も多く母親だけでは負担が大きい。何ら

示理解力も高い。 かの支援が必要であると感じた。*1

読 ・S－M社会生活能力検査の結果は，身辺自立， ・登校してからは学校生活を嫌がる様子は見

み 作業に比べて意志交換，集団参加が弱い。 られない。教師が朝迎えに行ったりヘルプ

取 コミュニケーションの基礎を育てる場面を サービスを活用したりすることで，登校へ

*6 *4り 多く設定する必要がある。 の援助をする必要がある。

アセスメントⅢ（総合的なアセスメント）

・Ｓ－Ｍ社会生活能力検査の結果からは，身辺自立，作業に比べて意志交換，集団参加が弱いことが

わかる。しかし，活動に見通しが持てると，自分から積極的に活動に取り組むことができたり，表

情やジェスチャー，カードを用いて意思を伝えようとしたりもする。正しいコミュニケーション能

力を育成することが強いニーズと考えた。

・学校生活での観察からも，登校してしまえば落ち着いて生活できるので，スクールバスで登校し，

授業に参加できる状況を確保することがより優先的な教育的ニーズと考えた。

主たる指導（支援）課題

・自分から伝えたいこと，やってほしいことなどを相手に伝えることができる。

・朝スムーズに登校できるように活動内容と時刻を表示したカードを家庭でも使ってもらう。

指導（支援）上の配慮事項

・カード等を用いてのコミュニケーションの確立を図る。

・スクールバスで登校できるように家庭や社会福祉協議会との連携を図る。

・保護者に言葉かけのモデルや朝の活動の見通しをもたせるためのカードを示す。
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個別の教育支援計画Ｂ案の作成個別の教育支援

計画Ｂ案を

作成 個別の教育支援計画Ｂは医療，福祉，労働，教育，その他の支

援の内容と担当者，連絡先等を記入したシートである。

※Ｐ 「個別の教育支援計画Ｂ」シート参照118

○ 「医療に関する支援」の項目

○ 「福祉に関する支援」の項目

○ 「労働に関する支援」の項目

（個別の教育支援

計画Ｂ案を作成す ○ 「教育に関する支援」の項目

る）

○ 「その他の支援」の項目

個別の指導計画（前期）案の作成個別の指導計画

（前期）案の作成

個別の指導計画（前期）は，個別の教育支援計画に基づき各

領域に「自立活動」を加えて年間及び２学期制の前期分の目

標とその手だてを明らかにするものである。

※Ｐ 「個別の指導計画（前期 」シート参照119 ）

○ 「個別の教育支援計画Ａ・Ｂ」に基づき 「プロフィール表」，

を参考にしながら 「個別の指導計画（前期）案」を作成する。，

（ ）指導計画の作成

○ 「個別の教育支援計画Ｂ」の「教育に関する支援」の支援内容

， 「 」「 」を重点課題としながら ７領域について 長期目標 前期目標

「指導場面 「指導の手だて」を明確にする。」

課題分析によ

るプログラム ○ 「長期目標」から「前期目標 「指導計画」のために課題分析」

作り をする。

・各領域の中でも，TAROさんの主たる指導（支援）課題に直接か

かわる領域は「自立活動」の部分である 「自分の意思を相手。

に伝えること」を分析し，TAROさんの実態から考えると当面の

課題は「教師の働きかけに対して，ノンバーバルコミュニケー

ションによって，要求を伝える」ということになるであろう。

・教師の言葉かけの内容や，写真カードなどの教材の工夫が求め

（課題を分析する） られるであろう。
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TAROさんの計画づくりと支援の手順
１ 出会う（人と人としての出会い・肯定的な理解）

○ 気づき（他機関との連携による支援の必要性）

２ 集める（過去の情報の整理と新たな情報の収集）
○ 過去の情報の整理

個別の教育支援計画Ａ
○ 本人・保護者へのアンケート
○ 観察による実態把握 Ｐ 参照109
○ 諸検査の実施

プロフィール表

３ 考える（収集した情報の分析） Ｐ 参照112
○ 教育的ニーズの把握
○ 個別の教育支援計画Ｂ（案）の作成 アセスメントシート
○ 個別の指導計画（前期 （案）の作成）

Ｐ 参照113
４ ともに考える（話し合いの場）

○ 学級でのケース会議
○ 保護者・本人との話し合い
○ 社会福祉協議会Ｃさんの助言

チームアセスメント
○ 個別の教育支援計画Ｂの決定
○ 個別の指導計画（前期）の決定

○ 連携による支援のための個別の教育支援計画

個別の教育支援計画Ｂ
○ 支援計画を受けて，授業実践につなげるための

個別の指導計画 Ｐ 参照118

（ ）個別の指導計画 前期
○ 計画に基づいた実践

Ｐ 参照119
５ やって，みる（指導や支援につながる評価）
○ ヘルプサービスを受けるために

実践＞○ コミュニケーションスキルの獲得のために ＜

○ 保護者との連携による支援 １ ヘルプサービス
２ コミュニケーション
３ 保護者との連携

○ 学級でのケース会議
○ 本人・保護者との話し合い Ｐ 参照121,123,125

チ ー ム 評 価
○ 支援体制を活かした評価
○ 後期の課題を明確に

※ 後期についても同様に実践と評価を行う。

６ ひきつぐ（個別の計画を，確実に引き継ぐ）
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チームアセスメント１学級での検討

（ 学級でのケース会議 ）

○ 「個別の教育支援計画案」及び「個別の指導計画（前期）案」

について担当者で話し合う （多角的な視点）。

○ 計画案の修正

（必要があれば，保護者や関係機関に問い合わせる ）。

・私が考えた計画案をもとに，副担任のＢ先生，学部主事でありコ

ーディネーターのＤ先生とともに話し合いをした。さまざまな視

点で考えるとアイデアも豊富になり，より的確なものになること

がわかった。

Ｂ先生「TAROさんは，確かにカードなんかが好きで，私も教材で

よく使いますが，肩をたたいたり，声を出して呼びかけ

， 。」ることもあるので そういうアプローチも必要ですね

Ｄ先生「父親の単身赴任という環境の変化は，TAROさんにとって

も母親にとっても大きな負担になってるね。しばらくの

間は，学部で協力して家庭訪問をする必要があるね 」。

私 「お母さんへの直接的なサポートはどうでしょう？」

『福Ｄ先生「それは私のほうで調べてみるので，教育支援計画の

祉に関する支援』の中に入れておきましょう。」

（ ）話し合いの様子

チームアセスメント２

（ 保護者・本人との話し合い ）保護者・本人との

検討

○ 個別面談の方式で「個別の教育支援計画案」及び「個別の指導

計画（前期）案」について話し合う。

母親「登校の件はよろしくお願いします。それから，最近TAROの

虫歯がひどくなって，近くの歯医者さんに連れて行ったん

ですが，暴れてしまったので結局処置してもらえなかった

んです。見ていてもかわいそうで・・・どこか診てもらえ

るところはないでしょうか？」

「 。 。私 わかりました コーディネーターのＤ先生に聞いてみます

やはり歯科医も含めて連携できそうな医療機関を整理して

おきましょうね 」。

○ 計画案の修正

母親との話し合い ・医療に関する支援内容項目に歯科医に関する内容を加える。（ ）
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チームアセスメント３

（社会福祉協議会Ｃさんの助言）

○ コーディネーターのＤ先生が，今度の「○○市子育て会議」で

社会福祉協議会のＣさんにお会いするということなので 「医療，

に関する支援」と「福祉に関する支援」について助言をいただく

ことになった。

私 「TAROさんのお母さんとお話したときに，TAROさんの虫歯

のことで相談を受けたんです。○○市で受け入れていた

だける歯医者さんを紹介してもらえないでしょうか 」。

Ｄ先生「わかりました。朝のスタート時のサポートしてもらえる

福祉サービスのこともありますから，今度の○○市の子

育て会議で社会福祉協議会のＣさんにお会いしますので

聞いておきましょう 」。

Ｃさんの助言

・TAROさんのお宅はお子さんも多く，お父様もお忙しいのでお

母さんに負担が大きくなりがちです。TAROさんとお母さんと両

（Ｃさんの助言 方支援していくという考え方がとってもいいですね。私も協力

を求めて） させていただきます。歯医者さんとヘルプサービスについては

当てがありますので，ご紹介しましょう。

「個別の教育支援計画」及び

「個別の指導計画（前期 」の完成）

「 」 「 （ ）」○ 個別の教育支援計画Ａ・Ｂ 及び 個別の指導計画 前期

をブロック主任・学部主事に提出する。

・計画を作成するにあたっては，さまざまな先生たちの助言をい

（完成したものの共 ただいた。その分みなさんにTAROさんのことを理解していただ

有） いたように思う。個別の計画はより多くの先生と共有したほう

が使えるものになるのかもしれない。

○ 「個別の指導計画（前期 」を 保護者に渡す。）

・歯医者さんのことでは，お母さんはとても喜んでいた。つらそ

うにしているTAROさんを見ることがとてもつらかったのだ。個

別の指導計画の内容については，家庭でも協力していただけそ

（母親の想い） うだ。やはり信頼を得ることが何よりも大切なのだ。



- 118 -

個別の教育支援計画B
小学部項

1年 2年 3年目

医 連絡先： 連絡先：○○歯科医院 連絡先：

療 担当者：なし 担当者：

に (支援内容) 担当者： (支援内容)

関 (支援内容)虫歯の治療

す ７月治療終了

る

支

援

福 連絡先：子育て支援会議 連絡先：子育て支援会議 連絡先：

祉 担当者：Ｃ氏（○○市社会福 担当者：Ｃ氏（○○市社会福 担当者：

に 祉協議会） 祉協議会） (支援内容)

関 (支援内容) (支援内容)

す 家族支援，地域支援，ショー 家族支援（登校支援）

る トスティ

支

援

労 連絡先： 連絡先： 連絡先：

働 担当者： 担当者： 担当者：

に (支援内容) (支援内容) (支援内容)

関

す

る

支

援

教 連絡先：○○特別支援学校 連絡先：○○特別支援学校 連絡先：

育 担当者：

に 担当者：△△先生 担当者：□□先生 (支援内容)

関 (支援内容) (支援内容)

す ・学校生活に慣れる。 ・やってほしいことなど，伝

る ・好きな活動を見つける。 えたいことを自分から相手

支 に伝えることができる。

援

そ 連絡先： 連絡先： 連絡先：

の 担当者： 担当者： 担当者：

他 (支援内容) (支援内容) (支援内容)

の

支

援
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個別の指導計画(前期)
項目 長 期 目 標 前 期 目 標 指導場面 支 援 の 手 だ て と 評 価

基 ○パンツの穴から ・男子用便器の前 日常生活 言葉かけをすることで。

本 出して排尿する に立って排尿す

。的 ことができる。 ることができる

生 ○シャツのすその ・教師の言葉かけ 日常生活 言葉かけや，鏡を使って背中を見せ

活 始末をすること により,シャツの ることで。

習 ができる。 すその始末をす

慣 ることができる｡

言 ○自分の名前を一 ・教師の指差しに 国 語 指差しで確認することで。

語 人で書くことが より，正しい書

・ できる。 き順で文字を書

。数 くことができる

量 ○１から５までの ・１から３までの 算 数 具体物や数字カード，指文字を使う

数が分かる。 数がわかる。 ことで。

社 ○挨拶をすること ・教師と一緒に挨 日常生活 教師がやってみせることで。

会 ができる。 拶をすることが

性 できる。

○音楽に合わせて ・テンポを意識し 音 楽 言葉かけをしたり，やってみせるこ

楽器を鳴らすこ て楽器を鳴らす とで。

情 とができる。 ことができる。

操 ○見本をみて，ク ・見本をみて，色 図 工 見本を見せることで。

レヨンや絵の具 のイメージを持

を使って絵を描 って絵を描くこ

くことができる とができる。

作 ○ほうきを使って ・ほうきを同じ方 日常生活 ちぎった濡れ新聞を使うことで。

業 ごみを掃くこと 向に掃くことが

ができる。 できる。

○グラウンドを一 ・ランニングボー 日常生活 ランニングボードを使うことで。

運 人で，10周走る ドを使ってグラ 体 育

動 ことができる。 ウンドを10周走

。ることができる

○やってほしいこ ・肩を叩いたり， 日常生活 言葉かけや，写真カードを使うこと

自 となど，伝えた 写真カードを示 で 。

立 いことを自分か すことで，相手

活 ら相手に伝える に自分の要求を

動 ことができる。 伝えることがで

きる。〔コミュニケーション〕
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やって，みる（指導や支援と明日につながる評価）

・朝の行動の切り替えができないため，スクールバスの時刻

に間に合わないことが多く，遅刻をしたり欠席することが

ある。

支援の実際１

計画に基づいた支援１
ヘルプサービスを受けるために

○ 特別支援教育コーディネーターとの相談

・TAROさんの朝の登校支援について，学部の先生方に協力してい

ただきながら，家庭訪問を続けてきたがうまくいかない。お母

（特別支援教育コー さんも一生懸命だが状況はかなり厳しい。やはり，福祉サービ

ディネーター） スが必要である。そこで，コーディネーターのＤ先生にお願い

して校内会議を通して，次の○○市の子育て支援会議のケース

として提案してもらうことにした。

○ 「子育て支援会議」での現状報告とＡさんの登校時の支援方法

に関する検討

コーディネーターのＤ先生の話

・子育て支援会議のケースとして話し合ってきました。メンバー

子育て支援会議１ のみなさんからも，朝の登校時のみヘルプサービスを利用する（ ）

ことを勧められました。特に福祉協議会のＣさんが強く推薦し

てくださって，みなさんのバックアップを受けることができま

した。手続きもＣさんがお母さんと一緒にしてくださるように

なりました。よかったですね。早速TAROさんのお母さんに連絡

しましょう。

○ 「ヘルプサービス」による通学援助の開始

・隔週ではあるが，朝の登校時のヘルプサービスが始まった。ヘ

ルプサービスの利用によって，TAROさんのお母さんにも余裕が

出てきたようで，TAROさんへの関わり方にも変化が見られるよ

うになった 。。

ヘルプサービスのない日をどう支援するかがこれからの課題

（ヘルプサービス） のようだ。
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図地域との連携ネットワーク

コーディネーターのＤ先生

○○特

別支援

学校

( )仮称

本 人

保護者○○市
○○市保健センター
早期療育システム

療育指導
個別プログラム策定会議

△△市

すこやか学級

すこやか検診

公共職業安定所

茨城障害者
職業センター

県福祉相談
センター

＊ ＊ 町 子 育
て 支 援 会 議
小 ・ 中 学 校
保健所
教 育 行 政 等

○ ○ 市 子 育
て 支 援 会 議
小 ・ 中 学 校
保健所
教 育 行 政 等

△ △ 市 子 育
て 支 援 会 議
小 ・ 中 学 校
保健所
教 育 行 政 等

＊＊町

すくすく教室

特別育児相談

就学前 卒業後

私たちの○○特別支援学校

( )では，地域のさまざまな仮称

。支援組織と連携をしています

中でも，市町村にある「子育

て支援会議」は，いつものメ

ンバーに加えて必要に応じて

関係者やその道の専門家を加

えるので，問題の早急な解決

につながります。 さんTARO
のケースでもご協力をいただ

きました。



- 122 -

計画に基づいた支援２
ために支援の実際２ コミュニケーションスキルの獲得の

○ 自立活動チームによるケース会議１

＜個別の指導計画を元にした「自立活動」の指導計画の検討＞

・TAROさんは昼休みに自分でＣＤラジカセを操作して，好きな曲

を聴くことを楽しみにしている。同じクラスの男の子もそのＣ

Ｄラジカセに興味をもっており，操作はできないがいつも触ろ

うとしている。そのことが二人の間でトラブルになることもあ

るが，TAROさんが自分の要求を伝えるよい機会でもある。

そこで，話し合いの結果，この場を利用して，TAROさんの課

題である「相手に自分の要求を伝える 」ことに取り組んでみ。

ることにした。TAROさんと教師との１対１ではなく，同じクラ

（自立活動チーム） スの男の子との関係の中で指導することに意義があると思う。

○ 自立活動の時間における指導（授業づくり）

・初めのうちは，教師は極力見守るようにした。TAROさんが自分

の意思で教師に求めてきた時に，初めて介入するようにした。

間に入って声かけをしてもうまくいかない時に，カードを活用

するようにした。TAROさんは 「助かった 」というような表， 。

（自立活動の授業） 情でそのカードを用いた。

○ 日常生活全般での指導（コミュニケーションスキルの般化）

・遊びの時間や生活単元，日常生活全般において必要に応じて絵

カードが使えるようにした。さまざまな場面で自己選択できる

場面を設定したことで，TAROさんがかんしゃくを起こすことも

減少してきた。

併せて，絵カードを利用したスケジュール表を活用したこと

日常生活での指導 で学校生活の見通しがついてきたのか，落ち着きが見られるよ（ ）

うになってきた。

○ 自立活動チームによるケース会議２

（ 形成的評価と指導方法の改善 ）

・絵カードの活用は効果的であったが，思ったより身振りやサイ

ン，簡単な音声でも自分の意思を伝えようとする姿が見られた

ので，必要に応じてコミュニケーション手段を選択するように

（評価のためのケー した。

ス会議）
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「日常生活の指導」における実践の記録

TAROさんは，昼休みに自分でＣＤを用意し気に入った曲を聴くことを楽しみにして

いる。Ｂ児は，ＣＤラジカセのボタンに触れることを好み，TAROさんが聴いていると

ＣＤラジカセを触りにきて，TAROさんが嫌がるという場面が何度か見られた。自分の

要求を相手に伝えることが目標の１つであるTAROさんにカードの活用を促す良い場面

である。

・やって欲しくないことを友だちにカードを示して伝えることができる。

・やって欲しくないことを友だちにされて解決できない時に教師にカードを示して伝え

ることができる。

内容および活動 教師の支援･援助の手だて

１ 昼休みに自分の好きな活動をする。

・TAROはＣＤラジカセで気に入った曲を聴く。 ・二人の様子を見守る。

・Ｂ児はＣＤラジカセを触りにくる。

↓

・TAROは自分ひとりでゆっくり聞きたいところ ・けがをしないように見守りながら様子を把握

にＢ児がきてラジカセを触られるのを嫌がり する。

Ｂ児を両手で払いのけるように押す 。

↓

， 。・それでもまた Ｂ児が来てラジカセを触わる

↓

・TAROが教師に助けを求めにくる。 ・TAROの気持ちを受容しうなずきながら笑顔で対

↓ 応する。

・教師はＢ児に「ここで聴くよ」と言葉かけ

をする。

・教師はTAROに「Bさんも聴きたいからここな ・TARO，B児ともに譲歩し妥協点を納得できるよ

らいいよね」と話す。 うに話す。

↓

・昼休みの終わりに，教師はTAROにやって欲 ・自分の意思を正しく相手に伝えることができ

しくない時の対応としてカードを活用するよ るように繰り返し促す。

うに，言葉と身振り，カードを用いて話す。
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計画に基づいた支援３
保護者との連携による支援

隔週のヘルプサービスも始まったこともあって，スクールバス

支援の実際３ に乗って登校できる日が増えたきたが，サービスのない日で私

たちも迎えに行けない時など，母親だけの時は相変わらず苦労

しているようだ。学校で取り組んでいるコミュニケーション手

段を家庭でも使えるようにサポートしていこうと思う。

○ 支援の実際Ａ

・学校で使用している絵カードを家庭でも使えるように，同じも

のを一式用意して，家庭訪問の際に持っていった。必要に応じ

て使えるように，その使用方法について説明をしてお母さんに

利用していただくことになった。特に，好きなテレビ番組や工

（支援の実際Ａ） 作から次の活動に移る時に使用すると効果があることがわかっ

たのか積極的に使うようになった。

○ 支援に対する評価と改善

・絵カードは，初めのうちは効果があったが，忙しい時には使わ

ないこともあって，効果が薄れてきた。逆に絵カードが示され

ないと動こうとしないこともあったようだ。今後は絵カードと

身振りの併用と，絵カードを利用したスケジュール表の掲示に

（評価と改善） よって見通しが持てるようにすることにした。

○ 支援の実際Ｂ

・朝起きてからスクールバスに乗るまでの行動を分析して，絵カ

ードを利用したTAROさん専用のスケジュールを作成して居間の

テレビの上に掲示してもらった。お母さんが忙しい時でも，動

作を交えながら，スケジュール表を指さすことで次の行動を促

（支援の実際Ｂ） すことができるようになった。学校での指導と家庭での対応が

一致したことがTAROさんの混乱を解消したと思われる。

○ 支援に対する評価と改善

・コミュニケーションの指導に関しては，集中した指導と般化の

ための工夫が必要である。保護者と連携して，学校と家庭で足

並みを揃えて指導にあたったことが良かったように思う。今後

（評価のためのケー も個別の指導計画を学校と家庭で共有していくことが求められ

ス会議） る。
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保護者に渡した朝の活動への見通しを持たせるためのカード
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ふりかえる（実践の評価と報告・改善）

指導計画の評価

個別の指導計画の評価と後期の課題

○ 担当者が７領域について，評価の観点（６点）に基づいて手だ

てを含めながら評価する。

・情緒的反応（取り組み状況）

・学習につまずいた時の教師の働きかけ

・課題が遂行できた時の様子

（前期の指導を振 ・課題が遂行できなかった時の程度

り返り評価する） ・遂行できない時に一定の傾向が見られたか

・取り組みの中の特徴的な反応

（学級でのケース会議）チーム評価１

○ 学級の子どもの「個別の指導計画（前期 」の評価について話）

し合い，後期の課題を明らかにする。

私 「ヘルプサービスを利用するようになったことで，負担も

少し軽くなったのか，TAROさんだけではなく，お母さん

の笑顔も増えてきたね。ほら出席簿を見てみると４月と

較べると，欠席や遅刻がグッと減ってるよ 」。

Ｂ先生「そうですね。でもお母さん一人の時には，だいぶ苦労な

さっているようですから，後期も私がときどき迎えに行

きますよ 」。

（学級担任による 私 「ところで，お母さんにあげたTAROさんのスケジュール表

チーム評価） は今でも使っているようですか？」

Ｂ先生「それが・・お姉ちゃんたちが気に入ってみんなで取り合

って，壊れちゃたみたいです。TAROさんの好きなキャラ

クターを使って改良版を作ってみます 」。

「 ， 。」私 なくても大丈夫なら それにこしたことはないけどね

「 （ ）」 「 （ ）」○ 個別の指導計画 前期 の評価と 個別の指導計画 後期

（評価の提出） 案をブロック主任・学部主事に提出する。
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個別の指導計画(前期)
項目 長 期 目 標 前 期 目 標 指導場面 支援の手だてと評価

基 ○パンツの穴から出して ・男子用便器の前に立っ 日常生活の指 以前に比べて，洋式トイレに入ることが少なく

本 排尿することができる て排尿することができ 導 なってきました。言葉かけをすると，素直に男子

。 ，的 。 る。 用トイレで用を済ますようになっています まだ

生 パンツを少し下げて排尿をしているので，今後は

活 パンツの穴からできるように言葉かけをしていき

習 ます。

慣 ○シャツのすその始末を ・教師の言葉かけにより 日常生活の指 教師の言葉かけによってシャツのすその始末を，

。 ， ，することができる。 シャツのすその始末を 導 することができます しかし 本人の好みもあり

することができる。 上衣のすそを出していることが多いので，下着の

すそもきちんと入れるように言葉かけをしていき

たいと思います。

○自分の名前をひとりで ・教師の指差しにより， 国 語 教師の指差しやプリントの書き順を見て，１文

書くことができる。 正しい書き順で文字を 字１文字書けるようになってきました。今後は，

言 書くことができる。 指差しなどがなくても正しい書き順で書けるよう

語 に，繰り返し練習をしていきたいと思います。

，・ ○１から５までの数が分 ・１から３までの数がわ 算 数 １から３までの数字カードや数カードを使って

数 かる。 かる。 ビー玉を数えたり指で表したりする学習をしまし

。 。量 た 数字カードを順番に並べることができました

数カードを見て，同じ数のビー玉を取ることもで

きるようになってきています。今後は、数字を見

て確実に３までの具体物が取れるように学習を進

めていきます。

， 「 」○挨拶をすることができ ・教師と一緒に挨拶をす 日常生活の指 登校した時に TAROさんの顔を見て おはよう

社 る。 ることができる。 導 と挨拶をするようにしました。そして，繰り返し

会 言葉をかけながら，声を出すように誘い，それら

性 しく「おはよう」と声を出すようになってきまし

た。今後は，挨拶を受けた後，自分から声を出す

ように指導していきたいと思います。

○音楽に合わせて楽器を ・歌のテンポを意識して 音 楽 雨のイメージで自由にたたく活動のときに，祭

鳴らすことができる。 楽器を鳴らすことがで り太鼓や小太鼓を力強くたたくことができまし

情 きる。 た。今後は，曲にあわせて，簡単なリズム打ちが

操 できるようにしていきたいと思います。

○見本を見て，クレヨン ・見本を見て，色のイメ 図 工 遠足の絵を描きました。教師が「違う色も使っ

や絵の具を使って絵を ージを持って絵を描く てみよう」と言葉かけをすることで，アスレチッ

描くことができる。 ことができる。 ク滑り台など色を変えて描くことができました。

○ほうきを使ってゴミを ・ほうきを同じ方向に掃 日常生活の指 濡れ新聞をちぎって床にまくことで，隅々にあ

作 掃くことができる。 くことができる。 導 る新聞を真ん中に集めることができました。その

， 。業 後 ちりとりに入れることも上手にできました

今後は，濡れ新聞がなくても，ごみを集められる

ようにしていきたいと思います。

○グラウンドを，一人で ・ランニングボードを使 日常生活の指 朝のランニングに参加できなかったり，体調が

運 10周走ることができる ってグラウンドを10周 導 優れなかったりしたときがあったので，前期は、。

。 「 」動 走ることができる。 体 育 ５周まで走るようにしました 時々 がんばって

と言葉かけをしますが，自分のペースで走ること

ができました。今後は，体調を見ながら周数を増

やしていきたいと思います。

○やってほしいことなど ・肩を叩いたり，写真カ 日常生活の指 教師の問いかけに対して，表情や声で答えるこ

自 ，伝えたいことを自分 ードを持ってきたりする 導 とができました。カードを多少使うこともありま

立 から相手に伝えること ことで，相手に自分の要 すが，自分の気持ちを指差しや身振り・表情で伝

活 ができる。 求を伝えることができ えることができています。今後は，絵・写真カー

動 〔コミュニケーション〕 る。 ドだけでなく，手話のような相手に伝わりやすい

コミュニケーション手段も取り入れていきたいと

思います。

・以前は決まった教師とのかかわりが多かったのですが，２年生になって，人間関係が広がり，他のクラスの先

生にもブランコを押してもらったり，自分の好きな色のＴシャツを着ている教師のそばに行って触ったりする

総合所見 姿が見られるようになりました。今後は,友達とのかかわりへの支援もしていきたいと思います。

・当番活動や給食係をがんばっています。給食の係では，支援カードを見ながらクラスの出席人数を確認して，

間違えずに配ることができます。



- 128 -

（本人・保護者との話し合い）チーム評価２

○ 個別面談の方式で「個別の指導計画（前期 」の評価と「個別）

の指導計画（後期 」の課題について話し合う）

私 「この指導計画の評価をご覧になって，いかがですか 」。

母親 「そうですね。この社会性の欄に書いてあるように，家でも

『おはよう 』ってあいさつするようにしたんですよ。そしたら，お姉

TAROもちゃんたちも調子に乗って，うるさいくらいです。おかげで

『おはよう 』でエンジンがかかるようになったお姉ちゃんたちの

みたいです。エンジンがかかりすぎて，ダメなときもありますが・・

・。」

Ｂ先生「ところで，絵カードのスケジュール表はどうですか？」

母親 「初めのうちは，けっこう使えていたんですけど，結局壊れ

ちゃったんで，そのままにしてたら，身振りやわたしの表

情だけでも，わかるみたいなんです 」。

私 「なるほどね。そういえば学校でも手話みたいにサインを使

うこともあるので，後期はそっちのほうもやってみるよう

に計画を立ててみました 」。

母親 「ええ。ぜひお願いします 」。

○ 本人・保護者に「個別の指導計画（後期 」を渡す。）

※ 後期についても同様に行う。（本人・保護者と

のチーム評価）

引き継ぐ（個別の教育支援計画を確実に引き継ぐ）

○ 個別の教育支援計画全体を見直し，引き継ぎ資料をまとめる。

（次年度の担任に

引き継ぐ）
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第６ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

（１）実態調査の結果と考察

実態調査から 全ての盲・聾・養護学校と，多くの小中学校の特殊学級等にお

わかること いて個別の指導計画が作成されていることがわかった。

しかし，その作成のための子ども理解（実態把握やアセスメン

ト）や活用の方法等については，学級担任の裁量で行うことが多

く，個別の指導計画がその子どもにかかわる多くの人々に共有さ

個別の指導計画 れているとは言い切れない現状である。そのために，時間や手間

の共有化は？ をかけて作成しても，その活用が十分ではないという問題が明ら

かになった。

また，作成にあたった盲・聾・養護学校や特殊学級等の担当者

からは，共通の課題として，子どもの実態や要望から，長期的な

アセスメント 展望をもって「今，一番何を育てることが大切か 」といった，。

の困難さ 子どもの教育的ニーズを把握するためのアセスメントの困難さが

あげられていることがわかった。

このように，子どもの教育的ニーズを把握し，必要な支援を行

うためには，関係者が協力して子ども理解に取り組み，より適切

なアセスメントを行うことが求められている。

子ども理解の （２）子ども理解とアセスメント

ための 「子ども理解」とは，子ども本人や保護者の願いを理解し，さ

アセスメント らに自立や社会参加の視点から子どもを取り巻く環境をも理解す

ることである。子ども理解のためには，教育支援を行う前の子ど

もの現状を把握し，教育目標を立て，その目標を達成するための

方法や場を決定するための一連の過程であるアセスメントを行う

教育支援計画 ことが大切である。

への位置づけ このアセスメントを｢Plan-Do-See｣のプロセスからなる個別の

教育支援計画や個別の指導計画の中にシステムとして位置づける

ことで計画の内容が充実し，より適切な支援が可能になる。

， ，さらに より多くの支援者とともにアセスメントを行うことで

計画そのものの共有化が図られ，その活用の充実につながるもの

と考える。

（３）アセスメントシートの活用

アセスメントシート これまでの特殊教育で行われてきたアセスメントの実践を，ア

による分析 セスメントの内容とアセスメントの方法という視点から整理する

ことで，収集した情報を分析するためのアセスメントシートを考

えた。このアセスメントシートは，本人自身や取り巻く環境など

を横軸に，聞き取り，読み取り，見取りなどのアセスメントの方
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法を縦軸にして，得られた情報を分析し，支援を必要とする子ど

もを多角的に理解するためのものであり，今後の特別支援教育の

実践において活用していきたい。

２ 今後の課題

校内の （１）チ－ムアセスメントを可能にする支援体制の整備

体制づくり その子どもにかかわるより多くの人々の協働作業としてのチ

ームアセスメントを可能にし，学校内外の関係者の意見を集約

して円滑な計画策定が行えるように，特別支援教育コーディネ

ーターを中心とした支援体制の整備が必要である。

アセスメント （２）アセスメントシートの実践的検討

シートの活用 支援を必要とする子どもに関して収集した情報を分析し，教

育的ニーズを把握するために作成したアセスメントシートに関

して，実践に基づいた検討を行うことが必要である。

（３）個別の教育支援計画に基づいた実践

計画に基づ 肯定的な子ども理解に基づき，教育アセスメントを経て作成

いた授業実践 された個別の教育支援計画や個別の指導計画を日々の授業実践

， 。にどう反映していくか 実践をもとに検討していく必要がある

（４）子ども理解の一層の充実

個別の教育支援計画や個別の指導計画など，個に応じた計画

子ども理解 づくりの「Plan-Do-See」サイクルの中に肯定的な理解に基づ

の充実 いたアセスメントを位置付けることで，子ども理解の一層の充

実を図る必要がある。
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第 ７ 参 考 資 料

特 別 支 援 教 育 に お け る 子 ど も 理 解 に 関 す る 調 査 票

◆ 学 校 名 を 記 入 し ， 該 当 す る 項 目 を ○ で 囲 ん で く だ さ い 。

学 校 名

学 級 種 別 (特 殊 学 級 ・ 通 知 的 障 害 ・ 難 聴 ・ 言 語 障 害 ・ 情 緒 障 害
級 指 導 教 室 ) 通 級 指 導 教 室 （ 言 語 ） ・ 通 級 指 導 教 室 （ 情 緒 ）

学 部 種 別 （ 特 殊 教 育 諸 幼 稚 部 ・ 小 学 部 ・ 中 学 部 ・ 高 等 部 ・ 訪 問 部
学 校 ）

◆ 該 当 す る 記 号 を ○ で 囲 み ， （ ） の 中 に は 具 体 的 な 事 項 を 記 入 し て く だ さ い 。

子 ど も 理 解 の た め の 実 態 把 握 と 目 標 設 定 に つ い て

問 １ 実 態 把 握 は ， ど の よ う な 方 法 で 行 っ て い ま す か 。 （ 複 数 可 ）

① 日 常 の 観 察 ② 保 護 者 （ 本 人 ） か ら の 情 報
③ 前 年 度 や 前 学 期 の 評 価 ・ 申 し 送 り
④ 医 療 ・ 心 理 等 の 専 門 家 の 検 査 ・ 診 断 ・ 助 言 ⑤ 他 の 機 関 か ら の 情 報
⑥ 各 種 の 検 査 （ 検 査 名 ）
⑦ そ の 他 （ ）

問 ２ 子 ど も の 個 別 の 指 導 目 標 を 設 定 す る に あ た っ て ， 本 人 又 は 保 護 者 の 要 望 を 取 り 入
れ て い ま す か 。

① 積 極 的 に 取 り 入 れ て い る 。
② 本 人 又 は 保 護 者 か ら の 強 い 要 望 が あ れ ば 取 り 入 れ る 。
③ 取 り 入 れ て い な い 。

問 ３ 子 ど も の 個 別 の 指 導 目 標 を 保 護 者 に 知 ら せ ， 協 力 を 依 頼 し て い ま す か 。

① し て い る ② し て い な い

＊ ① と 答 え た 方 の み ， そ の 方 法 に つ い て お 尋 ね し ま す 。 （ 複 数 可 ）

ａ 連 絡 帳 ， 個 別 面 談 等 随 時 連 絡 を と り な が ら 進 め て い る
ｂ 年 度 当 初 ， 学 期 末 ， 年 度 末 話 し 合 い を も っ て 進 め て い る
ｃ そ の 他 （ ）

問 ４ 子 ど も の 個 別 の 指 導 目 標 を 設 定 す る た め に 活 用 し て い る 資 料 は 何 で す か 。
（ 複 数 可 ）

① 諸 検 査 の 資 料 ② 発 達 段 階 表 （ チ ェ ッ ク リ ス ト ）
③ 医 療 機 関 等 専 門 機 関 か ら の 資 料 ④ 保 護 者 （ 本 人 ） の 要 望
⑤ 生 育 暦 等 の 資 料 ⑥ 進 路 に 関 す る 調 査 資 料 ⑦ 前 年 度 ま で の 指 導 記 録
⑧ 観 察 記 録 ⑨ 他 の 個 別 指 導 目 標 に 基 づ く 実 践 事 例 集
⑩ そ の 他 （ ）
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「 個 別 の 指 導 計 画 」 に つ い て

問 ５ 「 個 別 の 指 導 計 画 」 を 作 成 し て い ま す か 。

① 作 成 し て い る ② 作 成 し て い な い

＊ ① と 答 え た 方 は ， 問 ７ ～ 問 15 を お 答 え く だ さ い 。
＊ ② と 答 え た 方 は ， 問 ６ を お 答 え 頂 い て 終 了 で す 。

問 ６ 今 後 ， 「 個 別 の 指 導 計 画 」 を 作 成 す る こ と を 考 え て い ま す か 。

① 考 え て い る ② 考 え て い な い

＊ ① と 答 え た 方 の み ， 現 在 「 個 別 の 指 導 計 画 」 を 作 成 し て い な い 理 由 を お 尋 ね し
ま す 。

（ 複 数 可 ）
ａ 作 成 の 仕 方 が わ か ら な い ｂ 相 談 す る メ ン バ ー が い な い
ｃ 時 間 的 な 余 裕 が な い ｄ 共 通 理 解 が 図 れ な い
ｅ 体 制 が 整 っ て い な い ｆ そ の 他 （ ）

問 ７ 「 個 別 の 指 導 計 画 」 の 対 象 は 誰 で す か 。

① 担 任 （ 担 当 ） し て い る 全 て の 子 ど も ② 一 部 の 子 ど も

＊ ② と 答 え 方 の み ， そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
（ ）

問 ８ 「 個 別 の 指 導 計 画 」 の 書 式 は ど の よ う な も の で す か 。

① 地 域 （ 市 町 村 等 ） 共 通 の 書 式
② 学 校 共 通 の 書 式
③ 学 部 共 通 の 書 式
④ 学 級 と し て 定 め ら れ て い る 書 式
⑤ 担 任 独 自 の 書 式

問 ９ 「 個 別 の 指 導 計 画 」 は ど の よ う な 内 容 で 構 成 さ れ て い ま す か 。 （ 複 数 可 ）

① プ ロ フ ィ ー ル （ 実 態 把 握 ） ② 長 期 個 別 指 導 目 標 ③ 長 期 個 別 指 導 計 画
④ 短 期 個 別 指 導 目 標 ⑤ 短 期 個 別 指 導 計 画 ⑥ 評 価
⑦ そ の 他 （ ）

問 10 「 個 別 の 指 導 計 画 」 作 成 の 話 し 合 い に は 誰 が 参 加 し て い ま す か 。 （ 複 数 可 ）

① 学 級 担 任 （ 副 担 任 を 含 む ） ② 担 任 以 外 の 教 師 ③ 校 長 ・ 教 頭
④ 保 護 者 ⑤ 児 童 生 徒 本 人 ⑥ そ の 他 （ ）



- 135 -

問 11 「 個 別 の 指 導 計 画 」 の 内 容 に つ い て 教 師 間 や 保 護 者 と の 共 通 理 解 を 図 っ て い ま す
か 。

① 図 っ て い る ② 図 っ て い な い

＊ ① と 答 え た 方 の み ， 共 通 理 解 の 場 に つ い て お 答 え く だ さ い 。 （ 複 数 可 ）

ａ 学 校 全 体 で ｂ 学 部 で ｃ 学 年 で ｄ 担 任 間 で
ｅ 保 護 者 （ 本 人 ） と の 話 し 合 い で ｆ そ の 他 （ ）

問 12 「 個 別 の 指 導 計 画 」 の 内 容 の 見 直 し や 変 更 を 日 常 的 に し て い ま す か 。

① し て い る ② し て い な い

問 13 「 個 別 の 指 導 計 画 」 の 評 価 等 を ， 次 年 度 に 申 し 送 り し て い ま す か 。

① し て い る ② し て い な い

＊ ① と 答 え た 方 の み ， そ の 方 法 に つ い て 記 入 し て く だ さ い 。
（ ）

問 14 「 個 別 の 指 導 計 画 」 を 作 成 す る 上 で 最 も 困 難 だ と 感 じ る こ と は 何 で す か 。
（ ひ と つ 選 択 ； そ の 理 由 も 書 い て く だ さ い 。 ）

① プ ロ フ ィ ー ル （ 実 態 把 握 ） 表 の 作 成 ② 長 期 個 別 目 標 の 設 定
③ 長 期 個 別 指 導 計 画 の 作 成 ④ 短 期 個 別 指 導 計 画 の 作 成
⑤ 評 価 の し か た
⑥ そ の 他 （ ）

＊ 選 ん だ 理 由
（ ）

問 15 作 成 し た 個 別 の 指 導 計 画 を 活 用 し て い ま す か 。

① 十 分 活 用 し て い る ② 活 用 し て い る ③ 活 用 し て い な い

＊ ① ② と 答 え た 方 の み ， 活 用 の 方 法 に つ い て お 答 え く だ さ い 。 （ 複 数 可 ）

ａ 日 々 の 教 育 実 践 ｂ ケ ー ス 会 議 の 資 料 ｃ 通 信 票
ｄ 移 行 支 援 （ 進 路 等 ） ｅ 早 期 教 育 相 談

＊ ③ と 答 え 方 の み ， そ の 理 由 を お 書 き く だ さ い 。
（ ）

＊ 御 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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